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前 文 

 

 1999 年（平成 11 年）6 月、男女共同参画社会基本法が制定され、国立大学協会では、2000

年（平成 12 年）6 月の通常総会に於いて 2010 年（平成 22 年）までに会員大学の女性教員比

率 20％を目指すという目標を了承し、国立大学における男女共同参画社会の実現に取組み 10

年が経過した。そしてこれからは、男女共同参画社会の実現が人類にとって重要であり、男

女共同参画社会が実現できないことは、人類にとって大きな損失であることを念頭に、数値

による変化に加え、取り組み内容の質的な充実が重要になってくる。 

 

 本報告書は、男女共同参画社会の形成の促進に関する各国立大学の実施状況について 2010

年（平成 22 年）7～8 月に行った「第 7 回追跡調査」時点の状況をまとめている。本報告書

によれば、各大学に於ける教員（助手を除く）の女性比率は、前回の調査結果（12．1％）に

比べて改善が見られるものの、12．7％に止まっている。また各大学の学部構成、職位、その

他の特徴等によって差異が見られるが、全体として上昇の度合いは緩慢であり、多くの国立

大学の努力にもかかわらず、目標は未達成であった。 

 

 男女共同参画社会の実現は、多様性を許容することによって教育・研究を活性化し、ひい

ては活力のある社会を実現することを意味すると考えられる。この点を鑑み、男女共同参画

の意義を各大学が理解し、そのための対策に取り組む必要がある。教育に向けられた資本が

社会的に還元されていることを確認するためにも、本報告書に記載されている先進大学の取

組み等を参照し、各大学の更なる自主的な努力を期待したい。 

 

 本報告書の作成に当たっては、国立大学協会 教育・研究委員会 男女共同参画小委員会 専

門委員の後藤 弘子 教授（千葉大学）、川橋 範子 准教授（名古屋工業大学）及び事務局

の多大な御支援を得たことを記し、感謝の意を表します。 

 

 

                               社団法人国立大学協会 

教育・研究委員会 男女共同参画小委員会委員長 

                                              齋藤 康（千葉大学長）
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    【男女共同参画推進に関する国立大学協会の調査活動などの経緯】 

 

1999 年（平成 11）11 月 旧国大協 第 3・第 4 常置委員会合同「男女共同参画に関するワー 

キング・グループ」を設置 

2000 年（平成 12） 6 月「国立大学における男女共同参画を推進するために（報告書）」を 

総会にて承認 

2001 年（平成 13）10 月「国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2002 年（平成 14）11 月「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 1 回追跡調 

査報告書」を発行 

2002 年（平成 14）12 月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 2 回追跡調 

査」を実施 

2004 年（平成 16）4 月 新国大協 企画委員会に「男女共同参画に関するワーキング・グル 

ープ」を所属替え 

2005 年（平成 17）9 月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 3 回追跡調 

査」を実施 

2006 年（平成 18）4 月 教育・研究委員会 男女共同参画小委員会を設置 

2007 年（平成 19）3 月「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 2 回追跡調 

査報告書」を発行 

2007 年（平成 19）3 月「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 3 回追跡調 

査報告書」を発行 

2007 年（平成 19）7 月 「第 4 回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2007 年（平成 19）12 月 「第７回大学改革シンポジウム -国立大学法人における男女共同参 

画の在り方-」を内閣府と共催 

2008 年（平成 20）2 月 「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 4 回追跡調 

査報告書」を発行 

2008 年（平成 20）7 月 「第 5 回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2009 年（平成 21）2 月「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 5 回追跡調 

査報告書」を発行 

2009 年（平成 21）7 月「第 6 回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2010 年（平成 22）2 月「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 6 回追跡調 

査報告書」を発行 

2010 年（平成 22）7 月「第 7 回国立大学男女共同参画推進の実施状況追跡調査」を実施 

2011 年（平成 23）3 月「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 7 回追跡調 

査報告書」を発行 
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Ⅰ．調査の概要 

 
 国立大学協会は、2000 年（平成 12 年）6 月の総会において、『国立大学における男女共

同参画を推進するために－報告書－』を採択した。さらに翌年 6 月に開催された第 3 常置

委員会において、今後 10 年間にわたって男女共同参画推進状況を継続的に調査することを

決定した。その目的は、大学における女性の雇用および教育関連の実情把握のための調査

資料の整備、共通のデータベースの構築と必要に応じて各大学への情報提供を行えるよう

な情報の集積である。これまで、2001 年（平成 13 年）10 月、2002 年（平成 14 年）12
月、2005 年（平成 17 年）9 月、2007 年（平成 19 年）7 月、2008 年（平成 20 年）7 月、

2009 年（平成 21 年）7 月の 6 回にわたり、追跡調査を実施している。本調査は、第 7 回

目の追跡調査である。 
 調査方法は、第 3 回追跡調査以降、インターネット方式による質問紙調査を導入してい

る（添付資料参照）。 
調査内容は、第 6 回追跡調査に準じ、Ⅰ．統計調査（男女共同参画の現状、女性学・ジ

ェンダー研究関連授業の開講状況、育児・介護支援制度の利用と施設・設備の整備状況）、

Ⅱ．男女共同参画の推進状況に関する調査（17 項目）、Ⅲ．男女共同参画の推進状況に関す

る報告から構成されている。 
 調査対象は、2010 年（平成 22 年）5 月 1 日現在設置の 86 大学とし、回収率は 100％で

あった。 
 調査時期は、2010 年（平成 22 年）7 月から 8 月であった。 
 
 
 各調査時点での国立大学数  

報告書 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 

平成 13 平成 14 平成 17 平成 19 平成 20 平成 21 平成 22 
調査年 

2001 2002 2005 2007 2008 2009 2010

大学数 99 97 89 87 86 86 86
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Ⅱ．男女共同参画の現状：統計調査結果 

 
 本調査項目は、男女共同参画の現状として、「大学の教員および意思決定機関の構成員、

非常勤講師、学生、職員の現状」、「女性学・ジェンダー研究関連授業開講状況」、「育児・

介護支援制度の利用と施設・設備の整備状況」を明らかにするものである。 
 ここでは、2010 年（平成 22 年）の調査時点における状況について述べ、あわせてこれ

までの追跡調査結果等から、その推移の状況についても述べていく。 
 
 
 
１．大学における女性比率 

 国立大学における学生および教員の女性比率の全体像をみるために、学部、修士課程、

博士課程の卒業者および教員の女性比率について、追跡調査の年度ごとの推移を図Ⅱ-１-
１に示した。 
 本調査（2010 年）における女性比率は、学部卒業者 37.3％、修士課程修了者 26.5％、博

士課程修了者 25.8％であり、教員（助手を除く）は 12.7％（助手・助教を除くと 10.8%）

であった。 
 年度ごとの推移をみると、第 1 回調査時点（2001 年）と比較して、学部学生は 0.8 ㌽増、

修士課程は 2.5 ㌽増、博士課程は 5.2 ㌽増になっている。一方、教員の女性比率は、第 1 回

調査（2001 年）7.6％、第 2 回調査（2002 年）8.0％、第 3 回調査（2005 年）9.3％、第４

回調査（2007 年）11.4％、第 5 回調査（2008 年）11.8%、第 6 回調査（2009 年）12.1％、

本調査 12.7％（助手・助教を除く 10.8%）と年々微増傾向にある。経年変化をみると、学

生の女性比率はほぼ横ばい状態であるといえるが、第 3 回調査（2005 年）以降 5 年間にお

ける修士課程修了者及び博士課程修了者の女性比率は、それぞれ 2.2 ㌽及び 5.1 ㌽上昇して

おり、各大学の女性研究者養成にかかる積極的な取り組みが反映されつつあることがうか

がえる。しかしながら、教員の女性比率の伸びは、第 3 回から第 4 回調査までの 2 年間（2005
年～2007 年）で 2.1 ㌽増であったのに対し、前回及び今回調査では、それぞれ 0.3 ㌽及び

0.6 ㌽の増にとどまった。国立大学においては、女性比率の増加に向けてさらなる取り組み

が求められる。 
 さらに、調査では、増加した修士課程修了者及び博士課程修了者のその後の進路の確認

ができていないことについてもあわせて確認することによって、女性研究者養成に対する

積極的な試みが十分に成果を上げているかをみることができる。 
 2000 年（平成 12 年）6 月の『国立大学における男女共同参画を推進するために－報告書

－』「国立大学における男女共同参画を推進するための提言」による「女性教員の比率を 2010
年までに 20％に引き上げる」という目標は達成できなかった。 
 なお、長期的な経年変化をみるため、図Ⅱ-１-２では学校基本調査の値を使用しているが、
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理事の算定方法等が本調査と異なるため、女性教員比率に若干の相違がある。 
 
 
図Ⅱ-１-１ 追跡調査年度の学部学生、修士学生、博士学生および教員（助手除く）の女性比率 
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※第 2 回調査では学生について調査を行っていない。 
  なお、第４回調査からは学校教育法の改正により従来の助手が「助手」及び

「助教」に分けられ、助教がデータに含まれるようになった。 
 
 
 
 

7



2
0
.4

 2
1
.2

 2
1
.6

 2
4
.2

 2
5
.2

 2
5
.1

 2
5
.8

 2
5
.4

 2
5
.1

 2
4
.9

 2
3
.3

 2
3
.1

 2
3
.4

 2
4
.3

 2
4
.5

 2
5
.7

 2
5
.9

 2
6
.9

 2
7
.0

 2
7
.5

 2
8
.3

 2
8
.9

 3
0
.0

 3
0
.1

 3
1
.1

 3
3
.1

 3
3
.4

 3
5
.3

 3
5
.6

 3
6
.0

 3
5
.8

 3
7
.3

 3
7
.6

 3
7
.7

 3
8
.1

 3
8
.4

 3
7
.6

 3
7
.5

 3
7
.3

 

1
4

1
1
5
.1

 1
6
.6

 1
7
.8

 1
9
.4

 2
0
.5

 2
1
.0

 2
2
.7

 2
3
.6

 2
4
.1

 2
5
.3

 2
5
.3

 2
6
.0

 2
6
.3

 
2
6
.6

 2
6
.2

 2
6
.6

 

2
6
.3

 

1
8
.5

 2
0
.6

 2
0
.9

 2
3
.0

 2
3
.6

 2
4
.4

 
2
5
.4

 
2
4
.9

 2
5
.9

 2
4
.1

 

2
6
.9

 

2
3
.2

 2
4
.6

 2
8
.0

 2
7
.9

 3
0
.1

 
3
1
.2

 

2
0
 

3
0
 

4
0
 

5
0
 

女 性 比 率 （ ％ ）

学
部

修
士

博
士

専
門

職
学

位

教
員

（
短

大
含

む
、

助
手

を
除

く
）

図
Ⅱ

-
１

-
２

国
立

大
学

に
お

け
る

学
部

、
修

士
課

程
、

博
士

課
程

、
専

門
職

学
位

課
程

の
卒

業
者

お
よ

び
教

員
の

女
性

比
率

の
推

移
出

典
：
学

校
基

本
調

査
報

告
書

　
（
2
0
1
0
年

は
速

報
値

）

2
0
.4

 2
1
.2

 2
1
.6

 2
4
.2

 2
5
.2

 2
5
.1

 2
5
.8

 2
5
.4

 2
5
.1

 2
4
.9

 2
3
.3

 2
3
.1

 2
3
.4

 2
4
.3

 2
4
.5

 2
5
.7

 2
5
.9

 2
6
.9

 2
7
.0

 2
7
.5

 2
8
.3

 2
8
.9

 3
0
.0

 3
0
.1

 3
1
.1

 3
3
.1

 3
3
.4

 3
5
.3

 3
5
.6

 3
6
.0

 3
5
.8

 3
7
.3

 3
7
.6

 3
7
.7

 3
8
.1

 3
8
.4

 3
7
.6

 3
7
.5

 3
7
.3

 

6
.3

 
5
.8

 
5
.9

 
6
.5

 
6
.6

 
6
.5

 
6
.4

 
6
.9

 
8
.1

 
8
.5

 
8
.2

 
9
.1

 
9
.1

 
9
.7

 
9
.4

 
1
0
.1

 1
1
.3

 1
1
.9

 1
1
.5

 1
2
.7

 1
3
.4

 1
4
.1

 1
5
.1

 1
6
.6

 1
7
.8

 1
9
.4

 2
0
.5

 2
1
.0

 2
2
.7

 2
3
.6

 2
4
.1

 2
5
.3

 2
5
.3

 2
6
.0

 2
6
.3

 
2
6
.6

 2
6
.2

 2
6
.6

 

2
6
.3

 

5
.6

 
5
.3

 
5
.8

 
4
.8

 
5
.9

 
5
.4

 
5
.7

 
6
.1

 
6
.5

 
6
.3

 
6
.2

 
7
.3

 
8
.4

 
8
.9

 
7
.6

 

1
0
.0

 
9
.1

 
1
0
.5

 1
0
.7

 1
1
.3

 1
2
.3

 1
1
.5

 1
2
.6

 1
4
.1

 1
4
.3

 1
4
.7

 1
6
.9

 1
6
.7

 1
8
.5

 2
0
.6

 2
0
.9

 2
3
.0

 2
3
.6

 2
4
.4

 
2
5
.4

 
2
4
.9

 2
5
.9

 2
4
.1

 

2
6
.9

 

2
3
.2

 2
4
.6

 2
8
.0

 2
7
.9

 3
0
.1

 
3
1
.2

 

2
.5

 
2
.6

 
2
.7

 
3
.0

 
3
.1

 
3
.2

 
3
.3

 
3
.3

 
3
.4

 
3
.5

 
3
.6

 
3
.7

 
3
.8

 
3
.9

 
4
.0

 
4
.2

 
4
.3

 
4
.5

 
4
.7

 
4
.9

 
5
.1

 
5
.4

 
5
.6

 
5
.9

 
6
.2

 
6
.5

 
6
.9

 
7
.2

 
7
.5

 
7
.8

 
8
.2

 
8
.5

 
8
.9

 
9
.3

 
9
.6

 

1
1
.5

 1
1
.8

 1
2
.2

 1
2
.7

 

0
 

1
0
 

2
0
 

3
0
 

4
0
 

5
0
 

女 性 比 率 （ ％ ）

学
部

修
士

博
士

専
門

職
学

位

教
員

（
短

大
含

む
、

助
手

を
除

く
）

8



��|3����Å£¶mäù�2Û"� 2010Ý·dÞ� 22Ý·g�ÑÒ]¥�` 
�ã[�-�ç��m��Ý·^�]¥�` �ã¤�-�-�ç��d]Gr¢ôÝ
�]
��`am¤çè�§á¥ÎÏ�	]¼,�¶£�ãm�V�½�Èâ�ã¥ÎÏw%¢

�÷wøùm��|3��ã¾¿%¢�gö 
� 2010 Ý·�
������èm�] 3.5ím�V 2.4ímÇ�] 3.8ím|> 7.4ímR
|> 13.4ím'( 18.3ím�| 17.7íç�ü`ö 
� Ý·£w�^�]��wmÈÉ����è��ª<���w£��ãm�����Ê)

è©Úç��öì`m'(m�|>dR|>gm|>w2Ëã(ã�«Ô����ãÌ£J

	ç^��¶£�÷wã/ø�ö 
 
[�-�� 2Û"��"|3J 
 

� � � � �� �� 0�

�b�

cd� � �

sg}�

"#F�� �


�B� � �

���b� �

cdsg}�

"#F�� �


�B� � �

���b� �

cdsg}�

��� � � � `� `a �e_ Z^^e^� ^e^�

��� � � ` ��Z ��] �e[ ��e�� ^e^�

���� � � a Z_^ Z_a �e` Z^^e^� ^e^�

q�� � � Z�a^� �^�^_[ �Z�a_\ \e[ �\e�� ^e^�

�q�� � � ���aZ Z_��`a Z\�a[\ Z�e[ [^e_� �e[�

��s��}� `[a ��\`^ [�a�a Z`e� ]^e^� ^e^�

xq� � � ��]__ Z��\�_ Za�a`^ Z\e\ Z^^e^� ^e^�

xy� � � �a\ �Z` a`_ _�ea Z^^e^� ^e^�

0� `�Z[] _��\�\ aZ�`\a Z�e� �� ��

sxqExyz{|0}� [�`�\ �]�a`[ [[�_ZZ Z^e`� �� ��

sxyz{|0}� \�\`� _��[^] aZ�Z]Z Z�e\� �� ��

 

9



8
3

8
.6

 
9
.1

 
9
.4

 
9
.6

 
9
.9

 
1
0
.4

 1
1
.0

 1
1
.5

 1
2
.1

 1
2
.3

 1
2
.7

 1
3
.4

 

9
9

9
8

1
0
.4

 1
1
.2

 1
1
.8

 1
2
.6

 1
3
.1

 1
3
.3

 1
3
.9

 1
4
.3

 

1
5
.2

 1
6
.0

 1
6
.7

 1
6
.9

 

1
8
.0

 1
7
.2

 

1
7
.7

 
1
8
.3

 

1
5
.6

 1
6
.4

 1
6
.9

 

1
7
.7

 

9
4

9
4

9
4

9
4

9
4

9
4

9
5

9
6

9
.6

1
0
.1

 1
0
.2

 1
0
.6

 
1
0
.7

 1
0
.9

 
1
1
.1

 1
1
.5

 
1
2
.1

 1
2
.6

 
1
3
.1

 1
3
.6

 1
3
.8

 1
4
.0

 
1
4
.6

 1
4
.5

 1
5
.3

 
1
5
.8

 1
6
.1

 1
6
.6

 

8
9

9
.3

 
9
.6

 1
1
.5

 1
1
.8

 1
2
.2

 

1
2
.7

 

1
0
 

1
5
 

2
0
 

2
5
 

女 性 比 率 （ ％ ）

学
長

副
学

長

教
授

助
教

授
（
准

教
授

）

講
師

助
教

助
手

教
員

（
短

大
含

む
、

助
手

を
除

く
）

5
3
.5

4
7
.9

5
2
.4

5
3
.8

図
Ⅱ

-
１

-
３

　
国

立
大

学
教

員
の

職
名

別
女

性
比

率
の

推
移

出
典

：
学

校
基

本
調

査
報

告
書

　
（
2
0
1
0
年

は
速

報
値

）

0
.0

 0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 

1
.0

 
1
.0

 
1
.0

 
1
.0

 

2
.0

 

3
.0

 
2
.1

 
2
.3

 
2
.3

 
2
.3

 
2
.3

 

1
.2

 
1
.2

 

3
.5

 

0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.0

 
0
.6

 

1
.6

 
1
.3

 2
.0

 
2
.0

 
1
.9

 

2
.3

 

3
.8

 

3
.3

 

1
.2

 1
.4

 
1
.5

 
1
.6

 
1
.6

 
1
.7

 
1
.7

 
1
.7

 
1
.7

 
1
.8

 
1
.8

 
1
.8

 
2
.0

 
2
.1

 
2
.2

 
2
.3

 
2
.4

 
2
.5

 
2
.6

 
2
.8

 
3
.0

 
3
.3

 
3
.6

 
3
.7

 
3
.9

 
4
.2

 
4
.4

 
4
.5

 
4
.7

 
5
.1

 
5
.3

 
5
.6

 
6
.1

 
6
.3

 
6
.6

 
6
.8

 
7
.0

 
7
.2

 
7
.4

 

3
.0

 3
.0

 
3
.1

 
3
.2

 
3
.4

 
3
.5

 
3
.7

 
3
.8

 
3
.9

 
4
.0

 
4
.2

 
4
.4

 
4
.5

 
4
.7

 
5
.0

 
5
.1

 
5
.3

 
5
.5

 
5
.6

 
5
.9

 
6
.0

 
6
.3

 
6
.6

 
7
.1

 
7
.3

 
7
.7

 
8
.3

 
8
.6

 
9
.1

 
9
.4

 
9
.6

 
9
.9

 
1
0
.4

 1
1
.0

 1
1
.5

 1
2
.1

 1
2
.3

 1
2
.7

 1
3
.4

 

4
.9

 5
.3

 
5
.5

 
6
.1

 
6
.8

 
6
.8

 
6
.6

 
6
.6

 
6
.5

 
7
.2

 
7
.4

 
7
.4

 
7
.2

 
7
.3

 
7
.1

 
7
.5

 
7
.9

 
8
.3

 
8
.8

 
9
.1

 
9
.5

 
9
.9

 
9
.8

 
1
0
.4

 1
1
.2

 1
1
.8

 1
2
.6

 1
3
.1

 1
3
.3

 1
3
.9

 1
4
.3

 

1
5
.2

 1
6
.0

 1
6
.7

 1
6
.9

 

1
8
.0

 1
7
.2

 

1
7
.7

 
1
8
.3

 

1
5
.6

 1
6
.4

 1
6
.9

 

1
7
.7

 

8
.6

 
8
.3

 
8
.8

 
9
.4

 
9
.2

 
9
.2

 
9
.2

 
9
.3

 
9
.4

 
9
.4

 
9
.4

 
9
.4

 
9
.4

 
9
.5

 
9
.6

 
9
.6

 
1
0
.1

 1
0
.2

 1
0
.6

 
1
0
.7

 1
0
.9

 
1
1
.1

 1
1
.5

 
1
2
.1

 1
2
.6

 
1
3
.1

 1
3
.6

 1
3
.8

 1
4
.0

 
1
4
.6

 1
4
.5

 1
5
.3

 
1
5
.8

 1
6
.1

 1
6
.6

 

2
.5

 
2
.6

 
2
.7

 
3
.0

 
3
.1

 
3
.2

 
3
.3

 
3
.3

 
3
.4

 
3
.5

 
3
.6

 
3
.7

 
3
.8

 
3
.9

 
4
.0

 
4
.2

 
4
.3

 
4
.5

 
4
.7

 
4
.9

 
5
.1

 
5
.4

 
5
.6

 
5
.9

 
6
.2

 
6
.5

 
6
.9

 
7
.2

 
7
.5

 
7
.8

 
8
.2

 
8
.5

 
8
.9

 
9
.3

 
9
.6

 1
1
.5

 1
1
.8

 1
2
.2

 

1
2
.7

 

0
 

5
 

1
0
 

1
5
 

2
0
 

2
5
 

女 性 比 率 （ ％ ）

学
長

副
学

長

教
授

助
教

授
（
准

教
授

）

講
師

助
教

助
手

教
員

（
短

大
含

む
、

助
手

を
除

く
）

5
3
.5

4
7
.9

5
2
.4

5
3
.8

10



２．大学の意思決定機関等における女性比率 

大学の意思決定機関等における女性比率を表Ⅱ-２に、追跡調査の年度ごとの推移を図Ⅱ-
２に示した。 
学長補佐等 10.0％、経営協議会・教育研究評議会委員 3.8％、部局長等 3.0％、監事 0.0％ 

であり、前述した学長 3.5％、理事 2.4％、副学長 3.8％を含めても、学長補佐等を除き、い

ずれも教授の女性比率 7.4％をさらに下回る結果であった。 
 『国立大学における男女共同参画を推進するために－報告書－』では、研究における男

女共同参画の推進と女性研究者の研究環境の改善のために、「女性研究者の研究環境の整備

改善等の方策や意思決定の場に、女性の参加を推進するため、各大学内の関連組織・ポス

トにおける女性の割合を増加させる」と提言している。年度ごとの推移をみると、学長補

佐等や大学運営に参画する外部委員等において女性比率の上昇がみられるが、国立大学の

意思決定機関等における女性比率は、総じて低いことがわかる。 
 
表Ⅱ-２ 大学の意思決定機関等における性別構成 
 

        女 男 計 

女性

比率  

（％）

調査対象  

大学中   

最高女性  

比率（％） 

調査対象  

大学中   

最低女性  

比率（％）

学長補佐等     47 423 470 10.0 66.7 0.0 

経営協議会、教育研究評議会委員 103 2,623 2,726 3.8 32.1 0.0 

部局長等       37 1,205 1,242 3.0 31.6 0.0 

監事       0 48 48 0.0 0.0 0.0 

小計 187 4,299 4,486 4.2 - -

非常勤理事     3 47 50 6.0 100.0 0.0 

大学運営に参画する外部委員等 74 624 698 10.6 40.0 0.0 

非常勤監事     5 119 124 4.0 50.0 0.0 

小計 82 790 872 9.4 - -

計 269 5,089 5,358 5.0 - -
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図Ⅱ-２ 大学の意思決定機関等における性別構成 
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図Ⅱ-３-２　専門分野別　学部卒業、大学院修了者と職名別教員の男女比率（１）
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図Ⅱ-３-２　専門分野別　学部卒業、大学院修了者と職名別教員の男女比率（２）
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図Ⅱ-３-２　専門分野別　学部卒業、大学院修了者と職名別教員の男女比率（３）
g)商船

※　第2回は調査を行っていない。
※　第4回調査の修士及び博士、第6回調査の博士の数は、男女ともに０人
     であった。

h)家政

12.8 

7.9 

7.8 12.3 10.2 8.2 
10.5 

9.1 12.4 

10.6 18.1 
14.3 

20.0 

11.1 

12.0 14.3 

0.0 0.0 0.0 

20.0 

50.0 50.0 

33.3 33.3 

7.1 

12.5 

50.0 50.0 

0.0 

4.8 

13.8 

20.0 

25.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

実
施
率
（
％
）

学部

修士

博士

専門職学位課程

助手

助教

講師

准教授（助教授）

教授

99.0 

100.0 100.0 
100.0 100.0 100.0 

96.5 
94.2 

93.5 

97.2 97.0 

100.0 
100.0 

83.3 

93.8 

86.0 87.5 

100.0 

51.7 

86.7 

100.0 100.0 

80.0 

90.0 
91.7 92.9 

71.4 

90.0 

62.5 
60.0 

80.0 

100.0 

55.8 55.7 
51.4 

45.1 

54.4 

42.6 45.7 

57.3 59.6 
60.8 

55.1 56.1 

40 0

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

90.0 

100.0 

実
施
率
（
％
）

学部

修士

博士

専門職学位課程

助手

助教

講師

准教授（助教授）

※　第2回は調査を行っていない。
※　第4回及び第5回調査の助手の数は、男女ともに０人であった。

i)教育

※　第2回は調査を行っていない。

12.8 

7.9 

7.8 12.3 10.2 8.2 
10.5 

9.1 12.4 

10.6 18.1 
14.3 

20.0 

11.1 

12.0 14.3 

0.0 0.0 0.0 

20.0 

50.0 50.0 

33.3 33.3 

7.1 

12.5 

50.0 50.0 

0.0 

4.8 

13.8 

20.0 

25.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

実
施
率
（
％
）

学部

修士

博士

専門職学位課程

助手

助教

講師

准教授（助教授）

教授

99.0 

100.0 100.0 
100.0 100.0 100.0 

96.5 
94.2 

93.5 

97.2 97.0 

100.0 
100.0 

83.3 

93.8 

86.0 87.5 

100.0 

51.7 

86.7 

100.0 100.0 

80.0 

90.0 
91.7 92.9 

71.4 

90.0 

62.5 
60.0 

80.0 

100.0 

55.8 55.7 
51.4 

45.1 

54.4 

42.6 45.7 

57.3 59.6 
60.8 

55.1 56.1 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

90.0 

100.0 

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第7回

実
施
率
（
％
）

学部

修士

博士

専門職学位課程

助手

助教

講師

准教授（助教授）

教授

61.7 
61.8 

61.3 59.5 
59.2 58.7 

48.7 48.9 51.3 50.6 

36.3 

51.6 45.9 47.2 
46.9 46.6 

42.9 

51.8 

80.0 

50.6 

35.2 33.7 

28.7 

63.6 63.6 

77.8 

57.1 

43.8 
36.0 

31.4 27.9 

22.0 

30.6 
35.6 34.3 

34.9 
36.4 

16.6 19.0 21.3 22.0 22.6 23.8 

10.2 11.5 12.1 12.2 12.6 13.2 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

実
施
率
（
％
）

学部

修士

博士

専門職学位課程

助手

助教

講師

准教授（助教授）

教授

20



図Ⅱ-３-２　専門分野別　学部卒業、大学院修了者と職名別教員の男女比率（４）
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図Ⅱ-３-２　専門分野別　学部卒業、大学院修了者と職名別教員の男女比率（５）
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４．非常勤講師の状況 

非常勤講師の構成を表Ⅱ-４に、追跡調査の年度ごとの推移を図Ⅱ-４に示した。 
非常勤講師の女性比率は全体で 22.1％であり、「専任教員の本務を持つ者」16.9％、「教 

員以外の本務を別に持つ者」14.0％、「本務を持たない非常勤講師（60 歳以上）」21.0％、

本務を持たない非常勤講師（60 歳未満）50.2％であり、特に、60 歳未満の本務を持たない

非常勤講師の女性比率が高いことがわかる。この割合は、（第 1 回追跡調査では年齢区分を

設けていないため数値無し）、第 2 回調査時 49.9％、第 3 回調査時 53.2％、第 4 回調査時

52.1％、第 5 回調査時 53.4％、第 6 回調査時 50.6%であり、依然として高い比率となった。 
 女性にとくに本務を持たない非常勤講師が多いことは、研究者養成システムが女性につ

いては十分に機能していないことを示唆するものとなっておりシステムの改善をすすめて

いくことが大切である。また、女性教員数の増加だけでなく、雇用の質の向上が重要であ

り、常勤化している長期勤務者の常勤としての採用、研究環境の改善等、非常勤教員の処

遇に対する改善が期待される。 
 
 
表Ⅱ－４ 非常勤講師の構成 
 

女 男 計  女性比率％ 

  

  

うち

任期

付き 

  

うち 

任期

付き

  

うち 

任期

付き

  

うち

任期

付き 

調査対

象大学

中最高

女性比

率（％） 

調査対

象大学

中最低

女性比

率（％）

専任教員の本務

を持つ者 
1,983 33 9,748 135 11,731 168 16.9 19.6 45.9 0.0 

教員以外の本務

を別に持つ者 
1,844 45 11,308 264 13,152 309 14.0 14.6 42.1 0.0 

本務を持たない

非常勤講師（６０

歳以上） 

780 4 2,928 68 3,708 72 21.0 5.6 56.3 0.0 

本務を持たない

非常勤講師（６０

歳未満） 

3,086 49 3,067 51 6,153 100 50.2 49.0 100.0 0.0 

計 7,693 131 27,051 518 34,744 649 22.1 20.2 - - 
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図Ⅱ-4 非常勤講師の構成 
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５．採用および昇任 

 2009 年度（平成 21 年度）に異動した常勤教員の採用・昇任等の状況を表Ⅱ-５に、その

追跡調査年度ごとの推移を図Ⅱ-５に示した。 
 採用・転入における職名別女性比率は、教授 7.9％、准教授 17.8％、講師 27.0％、助教

20.8%、助手 49.5%であり、学内昇任における同比率は、教授 11.3％、准教授 13.9％、講

師 10.0％、助教 50.0%であった。 
本調査による女性教員比率は、教授 7.4%、准教授 13.4%、講師 18.3％、助教 17.7%であ

り、これと採用・転入、学内昇任における女性比率を比較してみても、全て上回っている。

各大学における女性教員採用や学内昇任に関する積極的な取り組みのあらわれともいえる。 
経年変化でみると、採用・転入教員の全体の女性比率は、第 1 回調査時 15.9％、第 2 回

調査時 16.3％、第 3 回調査時 17.8％、第４回調査時 17.7％、第 5 回調査時 18.8%、第 6 回

調査時 17.9%、本調査では 19.8％であり、第 3 回調査時点(平成 16 年度)以降、大きな変化

は認められなかった。学内昇任においては、それぞれ 9.4％、8.8％、12.8％、11.7％、11.9%、

12.0%、12.3％となっており、全体としては増加傾向を示しているものの、その値はわずか

であった。 
前回調査と今回調査を比較すると、採用における教授、昇任における准教授、講師を除

き、いずれも前回調査の値を上回っており、とりわけ助教への学内昇任で大きくポイント

が上がっており、前々回調査と比べると約３０％上昇している。 
女性教員比率が依然として低いことから、女性教員の採用や昇任におけるポジティブ・

アクションについて、より一層の推進に期待したい。 
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表Ⅱ-５ 常勤教員の採用・昇任などの異動 

任用形態   異動後の職名 女 男 計 

女性 

比率   

（％） 

（参考）    

2010 年度   

常勤教員の 

女性比率(%) 

  教授   50 584 634 7.9 7.4 

  准教授   172 794 966 17.8 13.4 

講師   126 341 467 27.0 18.3 
採用・転入 

助教   625 2,384 3,009 20.8 17.7 

  助手   54 55 109 49.5 53.6 

  小計 1,027 4,158 5,185 19.8 - 

  教授   111 867 978 11.3 7.4 

准教授   106 654 760 13.9 13.4 

講師   44 395 439 10.0 18.3 学内昇任 

助教   9 9 18 50.0 17.7 

  小計 270 1,925 2,195 12.3 - 

 
図Ⅱ-５（１） 採用・転入 
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図Ⅱ-５（２） 学内昇任 
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図Ⅱ-６ 職系別・職名別職員数（１）事務系 
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図Ⅱ－６ 職系別・職名別職員数（２）技術技能系 
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７．「女性学・ジェンダー研究関連授業」の開講状況 

 2009 年度（平成 21 年度）における女性学・ジェンダー研究関連授業の開講状況を表Ⅱ-
７に、担当教員および受講者の男女比率を図Ⅱ-７-１、図Ⅱ-７-２に示した。また、それら

の年次推移を示したものが図Ⅱ-７-３である。 
 開講科目数をみると、科目数の合計は 1,211 科目（第 1 回 751、第 2 回 833、第 3 回 947、
第 4 回 1,025、第 5 回 1,017、第 6 回 1,127）であり、前回調査より 84 科目増加した。学

部 622 科目、修士 314 科目、博士 99 科目、全学共通科目 164 科目であり、全学共通科目

を除き前回の第 6 回調査と比較して開講科目数が増加した。 
受講者概数は、男性総数が 25,061 名（第 1 回 20,507 名、第 2 回 17,121 名、第 3 回 17,626

名、第 4 回 23,968 名、第 5 回 21,611 名、第 6 回 25,615 名）、女性総数 27,507 名（第 1
回 21,999 名、第 2 回 19,505 名、第 3 回 24,121 名、第 4 回 26,394 名、第 5 回 24,155 名、

第 6 回 27,881 名）となり、前回調査と比較すると男性・女性ともに受講者が減少した。 
 担当教員の男女比率は、課程によって異なるものの、全体としては男女比 4：6 の割合で

「女性学・ジェンダー関連講座」を担当していた。また、科目を担当する専任教員の数は、

第 6 回調査時点で 1,444 名であったが、本調査時点では 1,501 名となり、開講科目数、受

講者数とともにこちらも増加傾向を示した。非常勤の担当教員数は前回と比べておよそ

10％減少していた。（国立大学の学生数はＨ21・621,800 人→Ｈ22・625,026 人に学生数は

増加） 
 今回の調査では明らかになっていないが、ジェンダー関連科目に関して、それが必修も

しくは選択必修になっているかどうか、どのような内容を教授しているかについても、よ

り詳細な検討が必要である。場合によっては、より専門性が高い非常勤講師が、財政的な

理由から担当から外されたという可能性も否定できないからである。 
 男女共同参画に向けた学生の意識啓発、女性学・ジェンダー研究の進展は大学の果たす

べき重要な課題であるので、今後、開設科目数、受講者数並びに担当教員数のさらなる増

加と科目の内容の充実が期待される。 
 
表Ⅱ-７ 女性学・ジェンダー研究関連授業開講状況 

担当教員（人） 受講者概数（人） 

課程 
開講 

科目数 女 男 専任 非常勤 女 男 
受講者

計

①学部  622 472 376 709 138 18,152 14,323 32,475

②修士 314 282 134 362 42 955 706 1,661

③博士 99 84 41 110 12 94 33 127

④全学共通科目 164 200 162 296 66 7,957 9,861 17,818

⑤公開講座  12 20 15 24 10 349 138 487

計 1,211 1,058 728 1,501 268 27,507 25,061 52,568
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図Ⅱ-７-１ 女性学・ジェンダー研究関連授業の担当教員比率 
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図Ⅱ-７-２ 女性学・ジェンダー研究関連授業の受講者の男女比率 
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図Ⅱ-７-３（１） 科目数 
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図Ⅱ-７-３（２） 担当教員女性比率 
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※ 第 1 回目については調査を行っていない。 
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図Ⅱ-７-３（３） 専任教員比率 
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※ 第 1 回目については調査を行っていない。 
 
 
図Ⅱ-７-３（４） 受講者女性比率 
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図Ⅱ-７-３（５） 受講者概数（女性）  
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図Ⅱ-７-３（６） 受講者概数（男性）  
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８．育児介護休業等の利用者数 

 2009 年度（平成 21 年度）の育児介護休業等の利用者数と、利用者が教員の場合の代替

教員数と代替コマ数を表Ⅱ-８および図Ⅱ-８-１に示した。また、それらの年次推移を図Ⅱ-
８-２に示した。 
 育児休業については、教員、職員ともに女性の利用者が圧倒的に多く、男性の利用者は

20 数名にとどまっている。年次推移をみると、女性の育児休業の利用者は教員・職員とも

に増加傾向にある。前回調査と比べると、教員では平成 20 年度 286 人、平成 21 年度 272
人と減少しているが、職員では 1,930 人、2186 人となり、利用者数は増加している。しか

し、男性では、第 1 回調査（平成 12 年度）の若干名に比べると、育児休業利用者が幾分出

てきたといえるが、依然として男性の休業取得は進んでいない。 
介護休業については、教員、職員の男女ともに、利用者数は少ない状況であった。 
「ワーク・ライフ・バランス」が国の政策課題としても重要視されている今日、男女と

もに仕事と育児・介護との両立をどのように支援していくか、国立大学にとっても大きな

課題である。 
 また、育児介護休業等の取得を推進するためには、その業務が他者によって代替される

必要がある。今回の調査では、育児休業取得に対する代替コマ数は 1,613 コマであり、前

回調査の 410コマより増加した。なお、第 4回調査の 2079コマと比較すると減少している。 
 
表Ⅱ-８ 育児介護休業等の利用者数（平成 21 年度） 
 

教員数 職員数 代替教員数 
  

女 男 女 男 女 男 

代替   

 コマ数 

部分休業 24 3 401 4 7 0 1 
育児休業 

育児休業 272 11 2186 15 118 47 1613 

部分休業 0 1 6 5 0 0  0 
介護休業 

介護休業 8 2 42 9 4 4 21 
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図Ⅱ-８-１（１） 教員の育児介護休業等利用者比率（平成 21 年度） 
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図Ⅱ-８-１（２） 職員の育児介護休業等職員利用者比率（平成 21 年度） 
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]]e�� ]]e_� ]]e��

`_ê �

`�e[�

\_e]�

]^ê �
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宮崎大学 1 くすの木保育園 

鹿児島大学 
2 

鹿児島大学授乳所（あおぞら保育園） 

鹿児島大学さくらっ子保育園 

琉球大学 1 琉球大学医学部附属病院授乳施設 

計 75 35  

大学数 47 16  

 
図Ⅱ-９ 保育施設・設備等の設置状況 
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※第１回調査では、学内及び提携保育所とその他の保育施設の区別をしていない。 
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３． 男女共同参画を推進する担当組織、委員会の設置 

 「男女共同参画を推進する担当組織、委員会の設置」については、87.2％（75 大学）で

実施され、5.8%（5 大学）が検討中、未検討は 7.0％（6 大学）であった（図Ⅲ-３-１）。 
この中で、組織として整備している大学は、男女共同参画推進室（弘前大学、岩手大学、

東京農工大学、横浜国立大学、富山大学、福井大学、岐阜大学、名古屋大学、兵庫教育大

学、奈良女子大学、広島大学、九州大学）、男女共同参画室（筑波大学、埼玉大学、東京大

学、京都大学、奈良先端科学技術大学院大学、鹿屋体育大学）、両立支援室（千葉大学）男

女共同参画推進本部（東京学芸大学）、男女共同参画推進センター（東京工業大学）、女性

支援室、女性支援チーム（お茶の水女子大学）、女性研究者支援室（新潟大学）、ダイバー

シティ推進本部男女共同参画室（岡山大学）、就業支援室（男女共同参画推進部会）（福岡

教育大学）、男女共同参画センター（長崎大学）として整備されていた（34.7%）。委員会等

を設置している大学が最も多く（65.3%）、その名称・目的は、男女共同参画推進に関する

委員会、人権に関する委員会、人事に関する委員会、ハラスメントに関する委員会等、多

岐にわたっていた。 
 担当組織や委員会の設置を経年別にみると、第 1 回調査では 12.1％、第 2 回では 16.5％、

第 3 回では 33.7％、第 4 回では 48.3%、第 5 回では 52.3％、第 6 回では 76.7%の大学が整

備していた。その意味で、男女共同参画の推進体制が数字の変化をみる限り、徐々に整え

られてきたといえよう（図Ⅲ-３-２）。 
 
図Ⅲ-３-１ 男女共同参画を推進する担当組織、委員会の設置 
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図Ⅲ-４-２ 統計的資料の整備と問題点の分析（経年変化） 
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※第１回調査では、統計的資料の整備と問題点の分析についてのみ調査を行った。 
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図Ⅲ-５-１（２） 教員の採用における公募システムの確立：方法（複数回答） 
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図Ⅲ-５-２ 教員の採用における公募システムの確立：内容・方法（経年変化） 
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８．女性教職員の昇進の拡大 

 女性教職員の昇進の拡大についてみると、「女性教職員に対する教育研修機会の提供」で

は 94.2%（81 大学）が、また、「女性職員の配置転換」では実に 98.8%（全 85 大学）が、

男女公平であるという回答であった。また、「女性教職員の昇進の拡大」については、37.2%
（32 大学）が実施中、31.4%（27 大学）が検討中、31.4％（27 大学）が未検討であった（図

Ⅲ-８-１）。 
本項目は第 3 回追跡調査から採用された項目である。第 3 回では、8 割強の大学が男女に

公平な教育研修の機会提供や配置転換をし、約 3 割の大学が女性職員の昇進の拡大に取り

組んでいた。第 7 回目となる本調査においては、それぞれおよそ 10 ㌽程度上昇している（図

Ⅲ-８-２）。また、女性教職員に対する教育研修機会の提供や、女性職員の配置転換につい

ての、いわゆるポジティブ・アクションについては、過去においても現在においてもほと

んど実施されていないことがわかった（第 3 回、第 7 回とも実施大学は 3 大学）。 
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図Ⅲ-１２-２ 研究における男女共同参画の推進と女性研究者の研究環境の改善（経年変

化） 
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１３．大学の意思決定の場への女性の登用 

大学の意思決定の場への女性の登用については、実施中の大学が 79.1％（68 大学）であ

った（図Ⅲ-１３-１）。 
第 1 回追跡調査では 39.4％、第 2 回追跡調査では 35.1％、第 3 回追跡調査では 49.4％、

第 4 回追跡調査では 55.2%、第 5 回追跡調査では 64%、第 6 回追跡調査では 75.6%であっ

た。今回は、前回調査（第６回）と比較しても 3.5 ㌽以上の伸びを示しており、大学の意思

決定の場に女性を登用する大学が年々増加していることが顕著である。最も実施割合の低

かった第 2 回追跡調査と比較するとおよそ 40 ㌽以上上昇していることがわかる（図Ⅲ-１
３-２）。 
しかし、本調査における意思決定機関等における女性比率は、「Ⅱ．男女共同参画の現状」

でも述べたように、学長 3.5%、理事 2.4％、部局長等 3.0％、副学長 3.8％、経営協議会・

教育研究評議会委員 3.8％であり、学長補佐 10.0%を除き、教授の女性比率 7.4％をさらに

下回る結果であった。『第 2 次男女共同参画基本計画（2005 年）』に掲げられている「2020
年までに指導的立場の女性比率を 30％に」の目標値との差も著しく、女性を登用している

といっても実態として少なく、全体として大学の意思決定の場への女性の登用は、その人

数においても、割合においても、極めて限られているといえよう。 
  
 
 
図Ⅲ-１３-１ 大学の意思決定の場への女性の登用 
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１５．セクシャル・ハラスメント防止・対応のための制度の整備 

 セクシャル・ハラスメント防止・対応のための制度の整備については、ガイドライン制

定が 95.3%（82 大学）、相談窓口の設置が 100％（全 86 大学）、相談員の研修が 76.7%（66
大学）、防止のための措置・啓発活動が 98.8%（85 大学）、プライバシー保護・二次被害防

止のための措置が 94.2%（81 大学）であった（図Ⅲ-１５-１）。 
 第 1 回追跡調査では、ハラスメント防止に取り組んでいる大学は 98.0％であった。第 2
回から第 6 回までの追跡調査では、ガイドライン制定が 77.3％、91.0％、90.8%、95.3％、 
95.3%、相談窓口の設置が 93.8％、100％、100%、100％、100％、相談員の研修が 77.3％、

73.0％、77.0%、80.2％、79.1%、防止のための措置・啓発活動が 90.7％、96.6％、97.7%、

96.5％、98.8%、プライバシー保護・二次被害防止のための措置が 63.9％、89.9％、96.6%、

97.7％、95.3%であった（図Ⅲ-１５-２）。 
 セクシャル・ハラスメントの防止については、雇用機会均等法等においても明確に対応

を求めており、無策で済ますことは許されない。そのような事情もあって、今回の設問中

最も取り組まれている施策であり、それは 2005 年の第 3 回追跡調査時点においてほぼ整備

され、現在に至っているものである。 
 
 
図Ⅲ-１５-１ セクシャル・ハラスメント防止・対応のための制度の整備 

95.3 

100.0 

76.7 
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①ガイドライン制定

②相談窓口の設置

③相談員の研修

④防止のための措置・啓発活動

⑤プライバシー保護・二次被害

防止のための措置

⑥その他

制定済・設置済・実施中 検討中 未検討 不明
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図Ⅲ-１６-２ 育児環境の整備、介護との両立支援についての継続的改善（経年変化） 
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※ 第 1 回目については調査を行っていない。 
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Ⅳ各大学の新たな取り組み及び第２期中期目標・中期計画における対応（※原則として大学からの報告をそのまま掲載している）
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Ⅴ．総括 
 
 国立大学協会では、『国立大学における男女共同参画を推進するために』（2000 年：平成

12 年）を受けて、その推進状況を継続的に調査してきた。本調査は第 7 回目の追跡調査で

ある。全国 86 大学を対象として 2010 年（平成 22 年）7 月から 8 月に実施した結果、以下

のことが明らかになった。 
 
 はじめに、男女共同参画の現状（平成 22 年 5 月 1 日現在）では、国立大学における女性

比率は、学部学生 37.3％、修士課程 26.5％、博士課程 25.8％、教員（助手を除く）12.7％
であった。教員を職名別にみると、教授 7.4％、准教授 13.4％、講師 18.3％、助教 17.9％、

（助手 55.7％）となった。教員の女性比率は年々微増傾向にあるものの、博士課程在籍者

の女性比率との差は縮小できていない。また、本調査において、各大学における教員の女

性比率の最大値は 42.6％、最小値は 2.7％であった。前回調査の最大値 44.8％、最小値 2.1％
と大差はないが、2000 年の報告書に掲載されている最大値 35.6％、最小値 0.0％（1998 年

調査）と比べると、女性教員がいない大学はなくなったものの、大学間格差は依然として

大きい。こうした格差の背景には、それぞれの大学を構成する専門分野の違いも大きく影

響しているが、それだけではなく、男女共同参画に向けての各大学の意思も関係している

ように思われる。  
 意思決定機関等における女性比率は、学長 3.5％、理事 2.4％、副学長 3.8％、学長補佐等

10.0％、経営協議会・教育研究評議会委員 3.8％、部局長等 3.0％、監事 0.0％でいずれも低

く、さらなる改善が求められる。 
 専門分野別によって女性比率が大きく異なることは、今回の調査においても、これまで

の調査と同様であった。そもそも数が少ない分野である「工学」「理学」「商船」では、ま

ずは女子学生の比率を高める努力が必要となる。一方で、女子学生の数が比較的多い「教

育」「芸術」「社会科学」「保健」「農学」さらに伝統的に女子学生が圧倒的多数を占める「人

文科学」「家政」の分野においては、女子学生の数と女性教員の数の際だったアンバランス

が継続している。（「人文科学」の分野における女子学生の比率は、学部学生 68.9％、修士

課程 62.0％、博士課程 49.9%、女性教員の比率は、教授 13.5％、准教授 25.8％、講師 42.1％、

助教 28.1%、（助手 71.4％）、「家政」の分野における女子学生の比率は、学部学生 100％、

修士課程 100％、博士課程 100％、女性教員の比率は、教授 56.1％、准教授 42.6％、講師

100％、助教 92.9%、（助手 100％））そのため、女子学生の割合に見合った女性教員比率に

することが、それぞれ課題とされる。 
 職員の状況をみると、女性比率は職系によって異なるが、職階の上昇に伴う女性比率の

減少が顕著であり、女性職員の登用機会拡大は依然として大きな課題である。 
 これまで、大学における男女共同参画を推進していくために数値目標が掲げられてきた。

その代表的なものは、「2010 年までに女性教員比率 20％（国立大学協会；2000 年）」、「2020
年までに指導的立場の女性比率 30％（第 2 次男女共同参画基本計画；2005 年）」、「この 5
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年間で自然科学系女性研究者の割合 25％（第 3 期科学技術基本計画；2005 年）」などであ

る。しかし、これらの計画に掲げられた数値目標と現状の数値との乖離は著しく、目標達

成に向けて、何らかの方策を施す必要があることが示唆される。 
 次に、男女共同参画の推進状況をみると、第 3 回の追跡調査時（2005 年）以降、全体と

して施策の実施率が高まっていることは間違いない。各大学が、男女共同参画の推進に向

けて、さまざまな取り組みをしており、その成果をうかがうことができる。 
他方で、各施策を個別にみると、その進捗状況に差異がみられた。進捗状況を実施率の

概ねでみると、高位項目（実施率 61～100％）として「ハラスメント防止・対応のための

整備」や「教員の採用における公募システムの確立」があげられ、ほとんどの大学で整備

済みであった。また「男女共同参画を推進する担当組織・委員会の設置」（87.2％）、「大学

の意思決定の場への女性の登用」（79.1％）についても、今回の調査では 4 分の 3 を超える

大学で実施されていることがわかった。中位項目（実施率 31～60％）は、「男女共同参画に

関する広報や啓発」、「男女共同参画を推進するために指針（規則・規程）等の制定」、「統

計的資料の整備と問題点の分析」、「女性教員増加を目指した大学（部局）の達成目標等の

設定」、「女性教職員の昇進の拡大」、「理工系、その他特に女性の少ない分野への女性の参

画の推進」、「研究における男女共同参画の推進と女性研究者の研究環境の改善」、「教職員

の待遇に対する不服申し立て制度の整備」、「育児環境の整備、介護との両立支援について

の継続的改善」などである。これらの項目は、さらに細かい設問に分かれているものが多

く、ある設問では 6 割以上実施されているが、別の設問については 3 割以下の実施率であ

るというものもある。全体としてながめれば、おおよそ「実施率 31～60％」の範囲内にあ

るというものである。低位項目（実施率 30％以下）には、「ポジティブ・アクション」、「女

性教員数・比率の組織評価項目への組み入れ」、「本務校のない非常勤教員の処遇・研究環

境の改善の対策」等の項目があった。ただし、「ポジティブ・アクション」についても、「教

員採用における女性候補者の積極的発掘」や「若手女性研究者のキャリア形成の支援」に

ついては 3 割を超える大学が「実施中」と回答している。 
また、施策間の関係性をみてみると、「男女共同参画を推進する担当組織・委員会の設置」

の有無と、他の施策との間に関連がみられた。すなわち、組織等を設置済の大学は 75 大学

（87.2％）、未設置は 11 大学（12.8％）と前回調査より大幅に改善されたが、個別施策の実

施状況について組織等の設置済・未設置別にみたところ、男女共同参画を推進するための

指針等の制定は、組織設置済では 47 大学（62.7％）・未設置 0 大学（0％）、男女共同参画

に関する現状調査の実施では、設置済 43 大学（57.3％）・未設置 5 大学（45.5％）、女性教

員増加を目指した大学の達成目標の設定では、設置済 50 大学（66.7％）・未設置 4 大学

（36.4％）であった。 
このように、大学における女性比率を高め、男女共同参画を推進するためには、まず男

女共同参画推進を担当する組織、委員会等を立ち上げ、施策について検討・実施すること

が望まれる。男女共同参画の推進において直面する課題は、個々の大学によってさまざま

である。それぞれの大学における問題点を洗い出し、改善にむけた具体的な行動計画を立
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案するとともに実行に移し、それを評価していくシステムを構築していくには、担当組織・

委員会の設置が不可欠である。 
 
 先進大学では、男女共同参画推進に関わる組織を常置し、男女共同参画及び次世代育成

の支援対策や環境整備等、さらにはワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）推進

にむけての諸活動を展開している。各大学には、その規模や構成学部の専門分野等が異な

るものの、先進大学や他大学の取り組みに学びながら、第 2 期中期目標・中期計画の策定

においても、実情に応じた対応策を見出すことが期待される。 
 もう一つ指摘しておかなければならないのは、政府の施策との関連である。例えば、平

成 18 年度から始まった「女性研究者支援モデル育成」事業が文部科学省科学技術振興調整

費によって開始されたこと、同じく平成 18 年度から「女子中高生の理系進路選択支援の取

り組み」事業が開始されたことは、各大学における男女共同参画の推進にとっての起爆剤

となり、多大なインパクトを与えたといえよう。この事業に採択された大学は、男女共同

参画に向けてのさまざまな先導的な取り組みを実施し、それが本調査のデータにも反映さ

れている。それぞれの国立大学が男女共同参画に向けての取組を強化していくことはもち

ろんであるが、全体として男女共同参画を進めていくためには、文部科学省を初めとする

政府機関の支援も必要である。また、次世代育成支援対策推進法（平成 15 年制定）に基づ

いて、各事業主には行動計画の策定が求められた。この法律は少子化対策という性格を強

く持っているが、各事業主にワーク・ライフ・バランスの推進を求めるものであり、大学

内での育児環境の整備などにつながっていくものである。この法律は、平成 20 年に改正さ

れ、平成 21 年 4 月からは、従業員 301 人以上の企業等では行動計画の公表と従業員への周

知が義務化され、平成 23 年 4 月以降は 101 人以上の企業等についても義務化される。そう

なると、全ての国立大学にとって行動計画の公表が求められることになる。 
 
 以上のように、今回の調査によると、統計上では男女共同参画推進の取り組みが一定の

効果を挙げてきていることが示されている。しかし、依然として研究者に占める女性比率

は先進国では最低レベルにあり、2020 年までに各分野の指導的地位に占める女性の割合を

30％にするという政府の目標達成は容易とは思えない。 
 平成 12 年の調査報告書には国際比較をとおした現状分析が記されているが、そこでは先

進諸国と比べて「日本の大学が男女共同参画の推進の面で著しく立ち遅れていることは明

らかである」と明記されている。10 年前の施策導入期において男女共同参画が大学に対し

て提起された緊急課題であるという問題意識が明確になっていたにもかかわらず、施策充

実期にはいっているはずの現在でも国際水準に到達できていないのはなぜなのか。 
 大学における男女共同参画の取り組みが進展してこなかった理由として、制度の整備が

法律の整備という外的要因によって行われたことがあげられる。そのため、制度の導入は

この 10 年である程度実現したものの、制度構築が先行することで、人々の意識がそれにつ

いていっていないという点があげられる。 
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今回の調査報告が示すように、男女共同参画の推進体制が制度上整えられてきたことは

事実であるが、担い手である人々の意識がそれに合致しているとはいえない現状がある。 
たとえば、セクシャル・ハラスメント防止・対応については、相談窓口の整備や研修プロ

グラムの充実など、制度は着実に整備されてきた。しかし、セクシャル・ハラスメントに

関して高い問題意識を持つ教職員が増えた一方、まったく無自覚・無知な教職員も存在し、

このような両極化は否めない。 
 10 年が経過した現在、必要なことには、目標達成ができなかった理由についての分析が

ある。つまり、アンケートで示された数値上の変化だけでは汲み取れない問題がそこには

存在するのであり、推進体制のより効果的な実質化のためには、聞き取り調査などを活用

したさらなる分析が必要である。 
どのようにすれば男女共同参画を、制度と意識の両面においてより迅速に推進させるこ

とができるのか。今後の課題は多く、今回の調査結果をふまえてさらに詳細な問題の抽出

と分析が必要であろう。 
 男女共同参画を推進する担当組織と委員会の設置に関しては、現実に参画支援室やセン

ターのような組織を整備した大学の取り組みと、委員会のみが設置された大学とでは、実

質的な活動内容にかなりの違いがあることが考えられる。組織として整備されている大学

は 34.7％にとどまっている。 
今後は、単に担当組織や委員会が設置されたかどうかについての調査のみならず、なぜ

設置していないのか、設置することの障害は何かについて、その原因を調べ、その障害を

取り除くための施策の提案を積極的に行っていく必要がある。 
女性教員増加を目指した大学の達成目標などの設定に関しても、達成目標を設定するだ

けでは十分とはいえまい。実施状況を自己評価および外部評価の対象とする調査を実施す

る大学や部局が増えることが必要である。現在、実施状況の外部評価を実施している割合

は 24.4％である。同様に、女性教員数・比率を組織評価項目に組み入れる大学数に関して

も、自己評価および外部評価に組み入れている大学が、それぞれ現在の 36.0％と 29.1％か

ら着実に増えていくことが望まれる。 
また、ポジティブ・アクションについては、多様な形での実施率が 4 割程度まで上昇し

たことが示されているが、現実にはポジティブ・アクションに対する誤解や反発も各場面

で存在すると思われ、取り組み強化のためのさらなる施策が必要である。この点について

も、ポジティブ・アクション施策強化を阻害する要因を明らかにし、その阻害要因を取り

除くための踏み込んだ施策の提案を行っていく必要がある。 
さらに、大学の意思決定の場への女性の登用は依然として極めて限られており、人事や

予算配分など重要な決定に関するジェンダー・バイアスが是正されていない危険性がある。

たとえ、女性が登用されたとしても、その登用が極めて限定的であるため、登用された女

性が、全女性を代表することを強いられることで、女性のニーズについての多角的な検討

を妨げてしまうことにもなりかねない。特に、その不利益は、非常勤や助教といった不安

定な身分にある女性に強く影響する。 
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現在の非常勤や助教の身分にある研究者に占める女性の比率が高いことは、教育・研究

において見過ごせない問題であることについても再認識する必要がある。特に、次世代の

研究者を育成する大学院の教育において女性教員がどの程度教育を担当しているのかが重

要であり、この点も精査する必要がある。若手研究者や院生の研究や就職指導がジェンダ

ー・バイアスに影響されないように、意識啓発の活動を続けていくことが求められる。 
今回を含む 7 回の調査で見えてきたことは、男女共同参画に関する大学間格差の大きさ

である。積極的に施策に取組み、充実した施策を実施している大学とそうでない大学の差

はますまず拡大しつつある。このような大学間格差の存在は、大学が競争原理に強く左右

される場合には、効果的に働く場合もある。男女共同参画についての理解が不十分な大学

は、学生にとっても、研究者にとっても魅力のないものとなり、大学の競争力が低下して

いく。このことは、大学の存立にも大きな影響をもつため、いきおい、「生き残る」ために

様々な施策を展開することに迫られる。 
しかし、国立大学の場合は、私立大学と異なり、市場の競争原理に左右されることが比

較的少ないという現状がある。そのため、国立大学においては、男女共同参画にあまり熱

心ではない大学を、外部的な圧力によって変化させることは困難となり、大学間格差が温

存されてしまう結果を招いてしまう。 
それでは、どうすれば、大学間格差を是正することができるのであろうか。国立大学協

会がこれまで行ってきた試みはそのための有効な施策として評価することができる。 
しかし、10 年にわたる試みが逆に「そもそもなぜ大学において男女共同参画が必要なの

か」という根本的な問いを見えなくしてしまっている可能性についても検討する必要があ

る。 
国の男女共同参画基本計画レベルで、それを受けた国立大学協会レベルで、さらに各大

学レベルで、一定の数値目標が設定され、着実に施策が実現されていくことで、既に大学

における男女共同参画が実現しているような感覚を持ってしまう。また、施策が充実して

いる大学においても、施策の推進が順調に行われることによって、男女共同参画の必要性

についての理解が十分でない教職員が、自らの意識を変えることなく、「フリーライダー」

として、「施策の進んだ大学」という評価のみを享受している可能性も生じている。さらに、 
制度を作り、数値目標を達成したことに満足し、その制度や施策をさらに充実させる努力

を継続していくインセンティブが低下してしまう危険もある。 
「第 3 次男女共同参画基本計画策定に当たっての基本的な考え方」（2010 年 7 月）にお

いては、男女共同参画が必ずしも十分でなかった理由として、「固定的な性別役割分担意識」

が未だ根強いこと、「男女共同参画社会を実現しようとする強い意思と推進力が不足してい

た」こと、「男女のセーフティネットや女性の様々な生き方への配慮が不十分であったため、

制度や枠組みを整備しても成果につながらない場合があった」ことなどを挙げている。  
今後、大学間格差をなくし、全ての国立大学で男女共同参画施策が実質的にも行われる

ためには、ここで、改めて「大学の男女共同参画の必要性」について確認することで、す

べての教職員が、「固定的な性別役割分担意識」から開放され、ジェンダー・センシティブ
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で、ジェンダー・イコールな教育・就業環境を提供し、ひいては国の教育研究機関として、

社会を活性化させることにつながっていく。 
この 10 年で、大学における男女共同参画の取り組みへの基礎は着実に構築された。今後

は、この基礎を強化しながら、より充実した施策の実現について、新たな取り組みを提案

していくことが今後の課題である。 
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A．第7回追跡調査報告書の集計結果

表１．１　　職階別・性別　教員数 単位：人

女 男 計
女性
比率 %

学長 3 83 86 3.5
理事 8 331 339 2.4
副学長 6 150 156 3.8
教授 1,603 20,054 21,657 7.4
准教授 2,361 15,286 17,647 13.4
講師（常勤） 846 3,780 4,626 18.3
助教 2,955 13,725 16,680 17.7

7,782 53,409 61,191 12.7
助手 367 318 685 53.6

計 8,149 53,727 61,876 13.2

表１．２　　大学の意思決定機関等における性別構成 単位：人

女 男 計
女性
比率 %

学長補佐等 47 423 470 10.0
経営協議会、教育研究評議会委員 103 2,623 2,726 3.8
部局長等 37 1,205 1,242 3.0
監事 0 48 48 0.0

小計 187 4,299 4,486 4.2
非常勤理事 3 47 50 6.0
大学運営に参画する外部委員等 74 624 698 10.6
非常勤監事 5 119 124 4.0

小計 82 790 872 9.4
計 269 5,089 5,358 5.0

表１．３　　非常勤講師の構成
女 男 計

うち任
期付き

うち任
期付き

うち任
期付き

うち任
期付き

専任教員の本務を持つ者 1,983 33 9,748 135 11,731 168 16.9 19.6
教員以外の本務を別に持つ者 1,844 45 11,308 264 13,152 309 14.0 14.6
本務を持たない非常勤講師（６０歳以上） 780 4 2,928 68 3,708 72 21.0 5.6
本務を持たない非常勤講師（６０歳未満） 3,086 49 3,067 51 6,153 100 50.2 49.0

計 7,693 131 27,051 518 34,744 649 22.0 6.7

女性
比率 %

小計

単位：人
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（１１）本務校のない非常勤教員の処遇・研究環境の （１２）研究における男女共同参画の推進と女性

　　　　改善の対策 研究者の研究環境の改善

単位％ 単位％

1 2 3 4 1 2 3 4

実
施
中

検
討
中

未
検
討

不
明

実
施
中

検
討
中

未
検
討

不
明

②研究環境の改善　　　　　 16.3 7.0 75.6 0.0

④その他 　　　　　　　　 10.5 1.2 58.1 30.2

⑤その他　　　　　　　　　 7.0 0.0 64.0 29.1

（１３）大学の意思決定の場への女性の登用 （１４）教職員の待遇に関する不服申立制度の整備

単位％ 単位％

1 2 3 4 1 2 3 4

実
施
中

検
討
中

未
検
討

不
明

整
備
中

検
討
中

未
検
討

不
明

　　全　　　　　　　　体 79.1 4.7 16.3 0.0 　　全　　　　　　　　体 60.5 16.3 23.3 0.0

（１５）セクシャル・ハラスメント防止・対応の （１６）育児環境の整備、介護との両立支援について

　　　　ための制度の整備 　　　　　　の継続的改善

単位％ 単位％

1 2 3 4 1 2 3 4

制
定
済
・
設
置
済
・
実
施
中

検
討
中

未
検
討

不
明

実
施
中

検
討
中

未
検
討

不
明

①ガイドライン制定 95.3 4.7 0.0 0.0
①保育施設設置以外の育児
支援策 66.3 10.5 22.1 0.0

②相談窓口の設置 100.0 0.0 0.0 0.0

③相談員の研修 76.7 17.4 5.8 0.0

③大学院生の育児支援 39.5 17.4 41.9 0.0

④留学生の育児支援 37.2 16.3 45.3 0.0

⑥その他 26.7 3.5 39.5 30.2

⑦教職員の介護支援 48.8 17.4 33.7 0.0

⑧その他 18.6 3.5 50.0 27.9

0.0

22.1 27.9 0.0

22.1 61.6 0.0

⑥介護支援に関するニーズ
調査 20.9 20.9 58.1 0.0

②育児支援に関するニーズ
調査

⑤プライバシー保護・
二次被害防止のための措置 94.2 5.8 0.0 0.0

④防止のための措置・啓発
活動 98.8 0.0

0.0

1.2 0.0

50.0

39.5

69.8 0.0

72.1

③キャリア形成上不利な処
遇を受けている事例調査と
その改善措置 16.3

①大学内、大学間共同研究
プロジェクト等への女性研
究者の参加 68.6 7.0 23.3

④教員との交流、共同研究
プロジェクトへの参加を促
進 20.9 4.7

③専任ポスト獲得、情報へ
のアクセス等の機会拡大の
ための配慮 23.3 5.8

①事実上常勤化している長
期勤務者の常勤としての採
用 0.0 7.0 93.0

4.7 0.0

②補助業務からの解放や処
遇面における差別的慣行の
撤廃指示

0.0

⑤次世代育成支援対策推進
法に基づく事業主の行動計
画 86.0 9.3

14.0 45.3 1.2
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（１７）その他の対策

単位％

1 2 3 4

実
施
中

検
討
中

未
検
討

不
明

　　全　　　　　　　　体 16.3 5.8 53.5 24.4

144



Ì(
��Ñ­�1E1V9Â�12-4　　(※原則として大学からの報告をそのまま掲載している)

ÍÎÏÐ
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������������ !�"#$" %&

12� �����������

¶©� �����������

1	WÒÓÔW 1	 '(() * ÓÔ '(() *

�1 �ÕÖ +,-. / 012345

�×Ø 6.( /

��1¥ Ñ­Ù 7 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ 8 �

Ñ­&ßQs,r} ,) �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +' Ñ­kæ�� '

�ë + çÁ�s"��} - á�â (

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ��UV#$"WXY 2%&

12� �����UVZ

¶©� [\QZ]\QZ^_`ab\Qc

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +6-' /

�×Ø '-+ /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} )( �

Ñ­àá&ßQ )( �

Ñ­&ßQs,r} )( �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� ) Ñ­kæ�� 6

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â -

DE ( F (( G�: HE +' F (( G

è� HE F GIJ

DE ( F (( G�: HE +' F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

fgh�%&#$"^ijklmn`abopqrLstuNabijv`w

8%&#$"�xyz#$
{|}~���Bw

�t�����UVt�
�_`PQ���

�ö÷

Àøï ��Ft�C`����
��o]KLixw

Àøï

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ
��Fe#$z*�2A

�ö÷

ab��]�et\�ijv`w

145



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ���������#$�^!t 2%&

12� �����������

¶©� �H�������$j�����

1	WÒÓÔW 1	 '(+( * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ''67 /

�×Ø 67- /

��1¥ Ñ­Ù , orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} +( �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� 7

�ë + çÁ�s"��} ' á�â ++

DE � F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Íùú�Â
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������ N�#$" 2%&

12� � ¡¢��

¶©� � ¡¢��

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ '67( / 012345

�×Ø '�' /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ÚÛ "�Ù �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b + )ÞÙ ¬«Ù á�â

&ßQs£r} -� �

Ñ­àá&ßQ -( �

Ñ­&ßQs,r} -( �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� + Ñ­kæ�� 7

�ë + çÁ�s"��} á�â

DE ( F (( G�: HE ( F (( G

è� HE F GIJ

DE ( F (( G�: HE ( F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

*�2A
��Fe#$

Àøï

orQ�sÀ}

�XõÑ
­
N
ô �ö÷

Ñ
­
N
ô

�Xõ
£¤#$
DE7¥((:DE�¥((

�ö÷

orQ�sÀ}

SF#$¦§�¨;©
ªF«�&

Àøï

ab��]�et\�ijv`w

146



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ¬­®¯°±��U²}#$³´�µ�¶ 2%&

12� � ¡¢��

¶©� � ¡¢��

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ -7·), /

�×Ø -7·), /

��1¥ Ñ­Ù + orÙ + ÚÛ "�Ù �íÙ

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â +

&ßQs£r} - �

Ñ­àá&ßQ ,) �

Ñ­&ßQs,r} ,) �

F�Wâãä (·) 9�: ¸¹ 9

å� Ñ­� Ñ­kæ�� '

�ë çÁ�s"��} á�â '

DE 7 F 6) G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Íûü
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� º»��#$" 2%&

12� ������º»��

¶©� ¼½¾°¿�ÀÁÂcÃ

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ /

�×Ø --) /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù + á�â (

&ßQs£r} 6( �

Ñ­àá&ßQ )) �

Ñ­&ßQs,r} ++ �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� +( Ñ­kæ�� (

�ë + çÁ�s"��} + á�â (

DE 7 F -( G�: HE 7 F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE 7 F -( G�: HE 7 F -( G

è� HE � F -( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

ÄZ#$
,¥-(:7Å-(Æ+�Å-(:'(Å-(
de#$
+�Å-(:7Å-(

Àøï �ÇoÈÉÊËoÈ��
oÈÌÍÎo�����
ÏÐÑÒ

����È¢Ó�ÔÕRÈ
��RÈÖ×RpqØÙ
Ö×R�ÚÛ

�Xõ

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

orQ�sÀ}

Àøï #$ÜÈÝÞß

147



ÍýÎ
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������à���´ �Cáâ#$"¶ 2%&

12� ãZ

¶©� ä�]\QZ^_`abcå

1	WÒÓÔW 1	 '(() * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +.+, / 012345

�×Ø +.' /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} ') �

Ñ­àá&ßQ '. �

Ñ­&ßQs,r} '7 �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� 7 Ñ­kæ�� �

�ë + çÁ�s"��} + á�â +

DE � F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE � F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï

1V KLMN

ðñò

á�â KLMN �Æ ab\�o

á�â KLMN �Æ �Î

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������à���´æ��#$"¶ 2%&

12� ãZ

¶©� æ��#$"abcå

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ,)�7� /

�×Ø '-' /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â .

&ßQs£r} ') �

Ñ­àá&ßQ +- �

Ñ­&ßQs,r} +- �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� + Ñ­kæ�� )

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â KLMN �Æ ab\�o

á�â KLMN �Æ �Î

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

Àøï

�Xõ

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

SF#$�R²)çè<=

é�êëd#$]ìíîHE
ïÅ¹;:ðDEñÅ¹;


Àøï ò''�óô

õö��æ÷øù°úût
ü�ýü�]ijv`�t
þ`w

148



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ��UVU²}#$³´æ�����¶ 2%&

12� UVZ

¶©� UVPQJ��_`ab\Qc

1	WÒÓÔW 1	 '((, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ � /

�×Ø � /

��1¥ Ñ­Ù + orÙ + ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} , �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} ( �

F�Wâãä ( 9�: . 9

å� ( Ñ­� - Ñ­kæ�� +

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Íþ�
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ��#$" 2%&

12� �	��¡�
��UV

¶©� 
������c

1	WÒÓÔW 1	 +.,6 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ++-( / 012345

�×Ø ',+ /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} 6) �

Ñ­àá&ßQ )' �

Ñ­&ßQs,r} 6, �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� + Ñ­kæ�� �

�ë + çÁ�s"��} + á�â (

DE 7 F 6) G�: HE , F -( G

è� HE � F (( GIJ

DE � F (( G�: HE ) F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

�ö÷

�Xõ

orQ�sÀ}
���U}ýU²}#$³
]��`w

Ñ
­
N
ô

�ê���7¥-(:7¥6)!F
e�ÄZ^�`w

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï ò7.7óô

U²}#$³�xyÈ{|
}~��êtu�j��
`w

R²�çè<=

#$���È��^ijR²,çè<=¸��-*RIJ�U²}î´U !"#�tuNÈ$�#$�%&J
�v}~JÈ¡'()*+�#$pqÝÞ],-^_`�¶
^ijv`w

Àøï ��G��Ço

149



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� U}ýU²}#$³´.^N��/á¶ 2%&

12� �	��¡�
��UV

¶©� 
������c���#$"

1	WÒÓÔW 1	 '(+( * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ++-( / 012345

�×Ø 7(·. /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} ' �

Ñ­àá&ßQ -+ �

Ñ­&ßQs,r} ' �

F�Wâãä ( 9�: . 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� ( Ñ­kæ�� '

�ë + çÁ�s"��} ( á�â +

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó� U}#$

U²#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Í�ø
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� 01��¡�
#$� 2%&

12� 01��¡�
Z

¶©� 01��¡�
Zî+
��t\�


1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ++)' /

�×Ø '-7 /

��1¥ Ñ­Ù ' orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â )

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ +� �

Ñ­&ßQs,r} +� �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� ( Ñ­� ) Ñ­kæ�� 6

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE F GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ
2ÄZ#$î3»�F¹;G<=
3»ñF¹;GIJz3²�F¹;
G<=3²ïF¹;GIJ

2ëd#$î3²�F¹;G<=
ðê�ñF¹;GIJ

2SF#$îëê


�ö÷

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

orQ�sÀ}
�����#$"]��
`w

0ê4êÈ*5*6�A
ê�ÚÛw

¸�¹*RIJ

Àøï

Àøï ¹�G��Ço

Øt�i

150



Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������78��9N�â#$� 2%&

12� ������78��

¶©� ������:;

1	WÒÓÔW 1	 '((, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +-(' /

�×Ø ,(, /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â 7

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ ,7 �

Ñ­&ßQs,r} -. �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� ++ Ñ­kæ�� +'

�ë + çÁ�s"��} ( á�â '

DE 7 F -( G�: HE � F -( G

è� HE . F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE � F -( G

è� HE . F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ <=È�ÎÈ#$�Î�

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í���
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� >?@��I�q��#$" %&

12� ÃcAB��CDc

¶©� :;

1	WÒÓÔW 1	 '((, * ÓÔ '((, *

�1 �ÕÖ '�'( / 012345

�×Ø �(. /

��1¥ Ñ­Ù 7 orÙ ( ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â 6

&ßQs£r} .( �

Ñ­àá&ßQ +'( �

Ñ­&ßQs,r} +(( �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +) Ñ­kæ�� '

�ë - çÁ�s"��} - á�â -

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

�~#$

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

îE�F
���������Ý
Þß¨È��Q¨

Ñ
­
N
ô �ö÷

Àøï ��rGQÈÝÞß

�Xõ

orQ�sÀ}

îHIFe�!ÄZtJK
î�êý0L

���DE7F
<=7F-(GIJ

#${|}~�tMvj
�È«�NO{|��JM
`w

orQ�sÀ}

�RJ!ÈP�ÈQ��J�
�^RöST�MnU«�
�&VW�M`w

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï �i

151



Í	

�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� 9y�.#$" 2%&

12� �Z

¶©�

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ -7, /

�×Ø +.. /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â '

&ßQs£r} ') �

Ñ­àá&ßQ 6 �

Ñ­&ßQs,r} '+ �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� +(

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â -

DE 7 F -( G�: HE � F (( G

è� HE F GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ Xäab]+
\�

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó� U}#$

U²#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� Eu<Y#$³ 2%&

12� ØZ[bõ\]��Eu<Y

¶©� ØZ[bõ\]��Eu<Y

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ �7, / 012345

�×Ø +6, /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ '� �

Ñ­&ßQs,r} '� �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� , Ñ­kæ�� 6

�ë + çÁ�s"��} + á�â (

DE � F -( G�: HE ) F -( G

è� HE � F (( GIJ

DE ( F (( G�: HE ( F (( G

è� HE ( F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

orQ�sÀ}
^_ßî`äß
�ú�a

Ñ
­
N
ô

�Xõ
3»7F-(G:�F-(GI
J!ÄZ&

�ö÷

�Xõ

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

Àøï

Àøï

152



Í
�
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �b��áuv#$" 2%&

12� �b��

¶©� cd¯ûXeû±fgÁÂcÃ

1	WÒÓÔW 1	 '((, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ 6+( /

�×Ø +'7 /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} '( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} +) �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� 6

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

E�F ��h��

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �b��¡�
��UVmMâ#$"

12� ��UVZ

¶©� cd¯ûXeû±fgÁÂcÃ

1	WÒÓÔW 1	 '((- * ÓÔ *

�1 �ÕÖ )+( /

�×Ø -', /

��1¥ Ñ­Ù ) orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} )6 �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} )- �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� , Ñ­kæ�� '

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â +

DE 7 F -( G�: HE +( F (( G

è� HE 7 F -( GIJ

DE 7 F -( G�: HE ) F )( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

iVJ��_`�

�i

�Xõ

�ö÷

Àøï

Àøï g�±j�ÝÞß¨©G

orQ�sÀ}
#$��t�"Z]JKw

Ñ
­
N
ô

�i

153



Íý�
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� à�ikCáâ#$" 2%&

12� àl��

¶©� �e��t\�

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ '7( /

�×Ø '(( /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ - �

Ñ­&ßQs,r} '' �

F�Wâãä ( 9�: - 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� � Ñ­kæ�� ':-

�ë ( çÁ�s"��} ' á�â (

DE � F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE � F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� à�msnI�N#$"îo¡¢����pFqr³
 2%&

12� àl��

¶©� �e��t\�

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ '7+ /

�×Ø +7' /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} '( �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} + á�â (

DE � F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE � F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��
+���"}t�s_`xytÈ#$Üt�tcu�Jâ`�]v�ijv`w

orQ�sÀ}

Àøï

�ö÷

Ñ
­
N
ô

�Xõ
wi#$DxDE�¥((:HE,¥((
wi#$yxDE�¥-(:HE,¥-(
wi#$zDE.¥((:HE7¥((

+���"}t�s_`xytÈ#$Üt�tcu�Jâ`�]v�ijv`w

Àøï PQG ��\�{pq��Õ|
�]JK}j�oö

#${|}~��ÈÏ~
è�«"NiO�^ixw

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ
ÄZFe�DE7¥-(:HE.¥((
IJJ�IFe*+
wi#$��DE�Å-(:HE,Å
-(
wi#$�DE.¥((:HE7¥((

PQG ��\�{pq��Õ|
�]JK}j�oö

#${|}~��ÈÏ~
è�«"NiO�^ixw

¸����6#IJ

154



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� à��>KÛ�â#$" 2%&

12� àl��

¶©� �e��t\�

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ -6' /

�×Ø '+' /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ' ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} +, �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� ) Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} + á�â (

DE � F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE � F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� à�� µ�N#$" 2%&

12� àl��

¶©� �e��t\�

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ '(-, /

�×Ø '., /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â '

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ + �

Ñ­&ßQs,r} . �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} + á�â (

DE � F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE � F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï PQG ��\�{pq��Õ|
�]JK}j�oö

orQ�sÀ}

�ö÷

Ñ
­
N
ô

�Xõ
wi#$D�DE�Å-(:
HE,¥-(
wi#$y�DE.Å((:
HE7Å((

Àøï PQG

orQ�sÀ}

#${|}~��ÈÏ~
è�«"NiO�^ixw

¸����6#IJ

#${|}~��ÈÏ~
è�«"NiO�^ixw

¸����6#IJ

��\�{pq��Õ|
�]JK}j�oö

+���"}t�s_`xytÈ#$Üt�tcu�Jâ`�]v�ijv`w

+���"}t�s_`xytÈ#$Üt�tcu�Jâ`�]v�ijv`w

155



Íý��Â�Â
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �Û�Û#$" 2%&

12� ������àl¡¢�¢��

¶©� Ò&[�Z]\QZ^_`ab\Qc

1	WÒÓÔW 1	 '(+( * ÓÔ *

�1 �ÕÖ /

�×Ø '(� /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} '7 �

Ñ­àá&ßQ � �

Ñ­&ßQs,r} � �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� - Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} + á�â (

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Íý��Þ
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ����#$" 2%&

12� àl����Z

¶©� àl����ä�ý[�Zîã�Ò&ä�


1	WÒÓÔW 1	 '(+( * ÓÔ *

�1 �ÕÖ .). /

�×Ø --(·,7 /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b + )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ +6 �

Ñ­&ßQs,r} +' �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� - Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} ' á�â

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ ab\�o

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

orQ�sÀ}

�Xõ

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

Ñ
­
N
ô

Àøï ^_Üý`ä��Q ,-�otMvjÈ#$
{ýl�o��«*+�_
�j��ÑÒ

�Xõ
DE7¥((:7¥-(�ÄZ#$
!(�jv`w
IxÈ0ê�A"ê

�ö÷

Àøï ��\�o #$"�«JI<���v

G]��uNr�ijv
`

#$Fe�ÈïF:¨ïF
Fe+7F:�FÅ+�F:'(
F

156



Í
��î��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� v����c�� 2%&

12� ����������Ë����

¶©� ����������Ë����

1	WÒÓÔW 1	 '((' * ÓÔ *

�1 �ÕÖ --7 /

�×Ø +7) /

��1¥ Ñ­Ù ' orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â -

&ßQs£r} ', �

Ñ­àá&ßQ '' �

Ñ­&ßQs,r} '' �

F�Wâãä ( 9�: ' 9

å� + Ñ­� - Ñ­kæ�� ,

�ë + çÁ�s"��} ( á�â (

DE � F -( G�: HE ) F -( G

è� HE F GIJ

DE ( F (( G�: HE ( F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

E�F ¢Ó�ÔÕRÈÖ×RÈ

á�â��R��

Í7�
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ����M9�#$" 2%&

12� ����������

¶©� ����������

1	WÒÓÔW 1	 '(+( * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ++,-·� /

�×Ø 6,6·� /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â )

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ 6. �

Ñ­&ßQs,r} 6. �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +) Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} 6 á�â (

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE +( F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE +( F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

Àøï #$Ü��©

��\�ix���v�
��J_

õö����ST���È��ST�����,-

�Xõ

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�ê�ÄZÈ0Lê�#
$�ìí��w

�ö÷

orQ�sÀ}

Àøï ���}�ÑÒ ���}�ÑÒijv`
îKLJ��v


Ñ
­
N
ô

�Xõ
�Lêz�Lê�ÄZ#
$MNîð¤ñFIJ


�ö÷

}~�t�â�MnUz�R�õö]�C«n`>?�M`w

157



Í���ßÂ�
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ��#$" %&

12� ÃcAB��� ¡c

¶©� ÃcAB��� ¡c

1	WÒÓÔW 1	 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ /

�×Ø /

��1¥ Ñ­Ù orÙ ÚÛ "�Ù �íÙ

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� Ñ­� Ñ­kæ��

�ë çÁ�s"��} á�â

DE 7 F +) G�: HE 7 F (( G

è� HE F GIJ

DE 7 F +) G�: HE , F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������0¢�� µ�N#$" 2%&

12� ������0¢��Z

¶©� ������0¢�� µ�N#$"Xä\Qc

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +'7+ /

�×Ø ''6 /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â '

&ßQs£r} '( �

Ñ­àá&ßQ +- �

Ñ­&ßQs,r} +- �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� , Ñ­kæ�� '

�ë + çÁ�s"��} + á�â +

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE ( F (( G�: HE ( F (( G

è� HE ( F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï

SF#$î[Z£�#$
Å#Þ���¤È��� tuN¥¦J�#$����t§¨�>?t��é¹ê
]þ©t#$ijvI_w

158



Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ª«��¡�
��UVqr� 2%&

12� ª«��¡�
��UV

¶©� 
���ª¬c

1	WÒÓÔW 1	 +.,) * ÓÔ *

�1 �ÕÖ �,, / 012345

�×Ø -') /

��1¥ Ñ­Ù , orÙ + ÚÛ "�Ù + �íÙ

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â

&ßQs£r} ,) �

Ñ­àá&ßQ 6, �

Ñ­&ßQs,r} -7 �

F�Wâãä ( 9�: 6 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� , Ñ­kæ�� +'

�ë çÁ�s"��} + á�â (

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F -( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ­0����UV#$� 2%&

12� ������­0����UVZ�®¯°±��

¶©� ������­0����UVZ�®¯°±��

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ �.. /

�×Ø '7� /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ÚÛ "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b + )ÞÙ ¬«Ù á�â +

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ '� �

Ñ­&ßQs,r} '� �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� Ñ­� Ñ­kæ��

�ë çÁ�s"��} á�â

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ +
\�o

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

orQ�sÀ}
+
\�î#$Ü.©zE
�F'©


Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï

Àøï +.©

159



Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� MÛiµ²#$" %&

12� ÃcAB���_³��c

¶©� ÃcAB���_³��c

1	WÒÓÔW 1	 +.,7 * ÓÔ +.7) *

�1 �ÕÖ +'() /

�×Ø ,,, /

��1¥ Ñ­Ù , orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ + :�b + )ÞÙ + ¬«Ù + á�â '

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ ,( �

Ñ­&ßQs,r} )� �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +' Ñ­kæ�� 6

�ë + çÁ�s"��} ' á�â (

DE 7 F (( G�: HE � F (( G

è� HE F GIJ

DE 7 F (( G�: HE ) F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

E�F #Þ�´U��µ�SF

á�â��R��

Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� A¶������â#$" 2%&

12� �������A¶��

¶©� �������A¶��

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +.-) /

�×Ø '-) /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ÚÛ "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b + )ÞÙ ¬«Ù á�â

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} ') �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� - Ñ­kæ�� -

�ë çÁ�s"��} ' á�â

DE � F (( G�: HE , F -( G

è� HE +( F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ ab\�o

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

Àøï

Àøï

£¤#$
DE7¥((:�¥((
de#$îé¨!

HE+(¥((:ðDE�¥((�ö÷

s�����UV^·¸ijV�t��mnjv`U}#$³�ab](�jv`w

Ñ
­
N
ô

�Xõ

orQ�sÀ}

160



Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������¹º��#$"»»�� 2%&

12� ������¹º��

¶©� ������¹º��

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +6)( /

�×Ø '7+ /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ + ÚÛ "�Ù ' �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ ') �

Ñ­&ßQs,r} ') �

F�Wâãä ' 9�: , 9

å� + Ñ­� ' Ñ­kæ�� 6

�ë çÁ�s"��} ' á�â '

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������¹º��#$"_.á< 2%&

12� ������¹º��

¶©� ������¹º��

1	WÒÓÔW 1	 '(+( * ÓÔ *

�1 �ÕÖ /

�×Ø +)) /

��1¥ Ñ­Ù ' orÙ ÚÛ "�Ù �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â +

&ßQs£r} '( �

Ñ­àá&ßQ '+ �

Ñ­&ßQs,r} '+ �

F�Wâãä ( 9�: + 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� ' Ñ­kæ�� 6

�ë + çÁ�s"��} á�â

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Àøï

orQ�sÀ}
"Z��
�OQ�¼
�w

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

}�

�ö÷

orQ�sÀ}
"Z��
�OQ�¼
�w

Ñ
­
N
ô

�Xõ
½�7Å((*¾�ÄZ�´»
»��¶tj#$w

Àøï }�

161



Í���Â
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ¡�#$��â=N 2%&

12� ������¿À¡¢��

¶©� îÁ
cd¯ûÁ�ÂÃ�

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ',) /

�×Ø '.. /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â -

&ßQs£r} -) �

Ñ­àá&ßQ +' �

Ñ­&ßQs,r} ') �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� 7

�ë ( çÁ�s"��} ' á�â +

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í� Ü
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ._!_#$"îà01Ä
 2%&

12� ©ÅÆ��

¶©� ©ÅÆ��

1	WÒÓÔW 1	 '((, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ++(- / 012345

�×Ø 6), /

��1¥ Ñ­Ù , orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ '

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} 6( �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� � Ñ­kæ�� '

�ë + çÁ�s"��} + á�â +

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��
#$tT`����}��t\�

Àøï #$��\�{

orQ�sÀ}

�XõÑ
­
N
ô �ö÷

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

orQ�sÀ}

Àøï �¨ÇÈP�
�LÉs

162



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ©ÅÆ��M_�Ê#$" 2%&

12� ©ÅÆ��

¶©� ©ÅÆ��

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ 6.- / 012345

�×Ø --+ /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} 6( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} '+ �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� , Ñ­kæ�� -

�ë + çÁ�s"��} + á�â +

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1�  µ�N#$"îà01Ä
 %&

12� ÃcAB��Ë�ÌABc

¶©� ÃcAB��Ë�ÌABc

1	WÒÓÔW 1	 +.,� * ÓÔ +.7, *

�1 �ÕÖ ++') /

�×Ø 6,� /

��1¥ Ñ­Ù � orÙ ( ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ + :�b + )ÞÙ + ¬«Ù + á�â +

&ßQs£r} .( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} ., �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +7 Ñ­kæ�� ++

�ë + çÁ�s"��} ' á�â -

DE 7 F +) G�: HE � F +) G

è� HE F GIJ

DE 7 F +) G�: HE , F +) G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â KLMN �Æ 01�2345

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

*öF��

ST

á�â��R��

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï #$�ÍÎabo

Àøï

�i

163



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �~#$�îW¼°�Ág±�ûd��
îà01Ä
 2%&

12� ©ÅÆ��

¶©� ÁÂcÃW¼°�Ï�WÐ�Ñ¾°

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ++(- / 012345

�×Ø +'+ /

��1¥ Ñ­Ù + orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} +7 �

F�Wâãä 7 9�: +' 9

å� ( Ñ­� ' Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â KLMN �Æ ���2345

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

" ����������Æ V���ý

Ñ­�1� nI�N#$"îÒÓ1Ä
 %&

12� ÃcAB��Ë�ÌABc

¶©� ÃcAB��Ë�ÌABc

1	WÒÓÔW 1	 +.,� * ÓÔ +.7, *

�1 �ÕÖ 7-. / 012345

�×Ø 6., /

��1¥ Ñ­Ù 7 orÙ + ÚÛ "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ + :�b + )ÞÙ + ¬«Ù á�â '

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} 7) �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +7 Ñ­kæ�� ,

�ë çÁ�s"��} ' á�â

DE 7 F +) G�: HE 7 F +) G

è� HE F GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â KLMN �Æ 01�2345

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

*öF��

ST

á�â��R��
©ÅÆh}ÔJò¨�;;©�ÕÖ}�v`î×Ø
wnI�N#$"!òÙ��©ÅÆ��ST�Ú�È�+
]Û��«"{|��Üvw

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï

._!_#$"�����Ý
G]Þö

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï

164



Í!"
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� mMâ#$" 2%&

12� ßà��¡�
��UVZ

¶©� ßà��¡�
��UVZ

1	WÒÓÔW 1	 +.7- * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +))� / 012345

�×Ø -6-·)� /

��1¥ Ñ­Ù ) orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â -

&ßQs£r} ,) �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} )+ �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� '( Ñ­kæ�� +)

�ë 6 çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE � F (( G�: HE , F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í#$�Â
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������áâ¡¢��#$���������´ãäÅM9�.¶2%&

12� ������áâ¡¢��

¶©� �Zîab\���e��


1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ )+( /

�×Ø '�- /

��1¥ Ñ­Ù ) orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} 6( �

Ñ­àá&ßQ 6( �

Ñ­&ßQs,r} '- �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� Ñ­� Ñ­kæ��

�ë çÁ�s"��} á�â

DE 7 F -( G�: HE � F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE � F (( G

è� HE . F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

á�â��R��

ñÅ;;<=�£å<N!ìí
îæèç�Èç�0Lê�A
�


Àøï #$Ü abotMvj�õö�
ÑÒ�#${]Úâ}�
���ÑÒ

�ö÷

orQ�sÀ}
ab\�î×Ø+(��#$
Ü�èéJÒ&


Ñ
­
N
ô

�Xõ

Àøï }QêS
G


orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

�Xõ

165



Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ëvì#$" %&

12� ÃcAB��

¶©� ìíABc

1	WÒÓÔW 1	 +.,) * ÓÔ +.,. *

�1 �ÕÖ +)77 / 012345

�×Ø /

��1¥ Ñ­Ù +( orÙ + ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ + :�b + )ÞÙ ' ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} +'( �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} +-+ �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� '+ Ñ­kæ�� )

�ë + çÁ�s"��} - á�â

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F -( GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â KLMN �Æ 01�2345

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� î��#$" %&

12� ÃcAB��ìíABc

¶©� ìíABc

1	WÒÓÔW 1	 +.7( * ÓÔ +.7- *

�1 �ÕÖ +),� / 012345

�×Ø ,--ï+. /

��1¥ Ñ­Ù � orÙ + ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ + :�b + )ÞÙ + ¬«Ù + á�â

&ßQs£r} .( �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} +(6 �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +) Ñ­kæ�� +(

�ë + çÁ�s"��} - á�â

DE 7 F +( G�: HE 7 F +( G

è� HE 7 F -( GIJ

DE 7 F '( G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â KLMN �Æ 01�2345

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

Àøï

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

Àøï

�ö÷

166



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� U}#$³ 2%&

12� l?��

¶©� �W���kK¯°±�

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ /

�×Ø /

��1¥ Ñ­Ù + orÙ ÚÛ "�Ù �íÙ

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â

&ßQs£r} ) �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} �

F�Wâãä ( 9�: . 9

å� Ñ­� Ñ­kæ��

�ë çÁ�s"��} á�â

DE � F +) G�: HE 7 F (( G

è� HE F GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó� U}#$

U²#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� #$"«"ÕÖr}#$³ 2%&

12� l?��

¶©� �W���kK¯°±�

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ /

�×Ø /

��1¥ Ñ­Ù ' orÙ ÚÛ "�Ù �íÙ

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â

&ßQs£r} . �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} �

F�Wâãä ( 9�: 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� Ñ­� Ñ­kæ��

�ë çÁ�s"��} á�â

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��
*©ð��ñ@�xy#$"t«"Jâ�vr}�xy�í�

Àøï #$Ü�:¹©

�ö÷

R²¨òçèIJ��

orQ�sÀ}
óô�#$Ü]r}�t
uNõöw

Ñ
­
N
ô

�Xõ

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï ÝÞÜÈ#$Ü ÝÞÜ�©
#$Ü¹©��è÷��

orQ�sÀ}

167



Í
%
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� xC�.#$" 2%&

12� �ø��

¶©� �ø��

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +7-( /

�×Ø ,,' /

��1¥ Ñ­Ù , orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ + ¬«Ù ' á�â +

&ßQs£r} 7) �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} 7, �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +( Ñ­kæ�� +-

�ë + çÁ�s"��} ) á�â )

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ ù�o

á�â KLMN �Æ ��ûîúûÈ��ü°


á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� IâU#$" 2%&

12� �ø��

¶©� �ø��

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ 6'7 /

�×Ø +)� /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ + ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} '6 �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} +) �

F�Wâãä ( 9�: ' 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� - Ñ­kæ�� 7

�ë + çÁ�s"��} + á�â (

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ ù�o

á�â KLMN �Æ ��ûîúûÈ��ü°


á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��
2

#$��\�o ab�+
\�î�e��
�abcÃ


Àøï

PQ�}Q���abc
Ã�ÃQ

£¤#$ýN
ñÅ¹;:ïÅ;;

�ö÷

orQ�sÀ}

2

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�Xõ

ò9^���»IJ

Àøï #$��\�o ab�+
\�î�e��
�abcÃ


orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

£¤#$ýN
ñÅ¹;:ïÅ;;

PQ�}Q���abc
Ã�ÃQ

168



Í&'
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �^þ�þ#$� 2%&

12� ����OPQ�?

¶©� ab\Qcî��È#Þ�È�?


1	WÒÓÔW 1	 +.,� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ -.. /

�×Ø '6) /

��1¥ Ñ­Ù ) orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} 6( �

Ñ­àá&ßQ '+ �

Ñ­&ßQs,r} '+ �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� , Ñ­kæ�� '

�ë + çÁ�s"��} + á�â +

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ

DE � F (( G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Í(:
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ����¡�
��UV_³�.#$� 2%&

12� ����¡�
��UVZ

¶©� ����¡�
��UVZ

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +,), /

�×Ø 666 /

��1¥ Ñ­Ù ' orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â 7

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ )+ �

Ñ­&ßQs,r} )+ �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� ) Ñ­kæ�� -

�ë ( çÁ�s"��} + á�â (

DE 7 F -( G�: HE � F (( G

è� HE F GIJ

DE 7 F -( G�: HE � F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó� U}#$

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

Àøï

Øt�iw

+
\��ò
orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

�Xõ

�Xõ

Àøï #$Ü�l5

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

169



Í)*
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� 	
��¡�
��UV�m³#$� 2%&

12� ������	
��

¶©� ������	
��

1	WÒÓÔW 1	 '((, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +-7( /

�×Ø -)6 /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ÚÛ "�Ù ' �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â +-

&ßQs£r} )( �

Ñ­àá&ßQ �

Ñ­&ßQs,r} '7 �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� Ñ­� � Ñ­kæ��

�ë çÁ�s"��} + á�â

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó� U}#$

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Í��
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �<ui" 2%&

12� 
0��Z

¶©� #$�ab\Qc

1	WÒÓÔW 1	 +.7, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ .). /

�×Ø 6)� /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â '

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ �) �

Ñ­&ßQs,r} )) �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +' Ñ­kæ�� (

�ë + çÁ�s"��} ' á�â '

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

E�F ��R�

á�â��R��

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

Àøï �Ço��Gr�

�ö÷

Àøï

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

170



Í3)
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �	��xµþþ#$" 2%&

12� �	��

¶©� �	��

1	WÒÓÔW 1	 +.7+ * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ))6 /

�×Ø ')7 /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ ,) �

Ñ­&ßQs,r} ). �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +. Ñ­kæ�� +

�ë ( çÁ�s"��} - á�â +

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE � F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â KLMN �Æ abo}T

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �	��nI�N#$" 2%&

12� �	��

¶©� �	��

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +'.- /

�×Ø ')' /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ -. �

Ñ­&ßQs,r} -' �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� ' Ñ­kæ�� -

�ë ( çÁ�s"��} ' á�â (

DE 7 F -( G�: HE 7 F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE ( F (( G�: HE ( F (( G

è� HE ( F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â KLMN �Æ abo}T

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

á�â��R��
�i

ý#${]�i�vxab
o]��JÑÒ
ý#$"ab���\�

Àøï

^_Ü���¨Èú�a¨

ý-,)ê#$tjab
ý#$FetMvj�È�
I^:�

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

Àøï #${]�i�vxabo
]��JÑÒw

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

171



Í�O
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1�  0���¡�
��UV#$�îxµþþ#$"
 2%&

12� ������0���î¡�
��UV
UVZ

¶©� UVZ��©_`�'¢Z�]\QZ^_`:#$�ab\Q

1	WÒÓÔW 1	 +.�' * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ,)) / 012345

�×Ø ',' /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ -( �

Ñ­&ßQs,r} '- �

F�Wâãä ( 9�: 6 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� ( Ñ­kæ�� ++

�ë ( çÁ�s"��} + á�â (

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï +AW�Ñ,w-.Ñ,

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

E�F

á�â��R��

Í/)
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ØZ[bõ\]���	��M9�#$" 2%&

12� ØZ[bõ\]���	��M9�#$"ä�Z

¶©� ØZ[bõ\]���	��M9�#$""Z

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +-(- / 012345

�×Ø -,) /

��1¥ Ñ­Ù ) orÙ + ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ + :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} ,) �

Ñ­àá&ßQ +- �

Ñ­&ßQs,r} ,6 �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� , Ñ­kæ�� 7

�ë + çÁ�s"��} ' á�â +

DE 7 F 6) G�: HE , F -( G

è� HE +( F (( GIJ

DE ( F (( G�: HE ( F (( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ ab\�o

á�â KLMN �Æ �@#¡'������

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

E�F

á�â��R��

iV«V��îSF�tõö&V


��VÕ�²z�+t�Pijv`�

�ý��é�ê��Fe#$
]ìízF�Lê�
DE7¥6):HE,¥-(

Àøï

�ö÷

orQ�sÀ}
E�F�z["Z

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�Xõ

Àøï l5È��#�È�Þ#�È �Çoñ�G

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

172



Í0ú
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� v��#$" 2%&

12� ������  ��

¶©� îÁ
!Ã��g"Ã��

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ 7-- /

�×Ø '-' /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ + ÚÛ "�Ù + �íÙ

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â +

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ +( �

Ñ­&ßQs,r} -( �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� -

�ë çÁ�s"��} á�â +

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í12
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� MvMvøf� 2%&

12� �������ã#��

¶©� ÁÂcÃ!Ã��g"Ã��

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ .+' /

�×Ø -'7 /

��1¥ Ñ­Ù ) orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ' )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} 6+ �

Ñ­àá&ßQ -6 �

Ñ­&ßQs,r} -6 �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� 7 Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} + á�â (

DE , F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE , F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â KLMN �Æ \�{z�Î

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó� U}#$

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

,¥-(:7¥-(!ÄZ#$w

Ëýs��de#$MN
î+�¥-(:ð¤7¥-(


Àøï

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ
��Fe#$
ËLê�¨ïF¹;G:ðê
�ñF¹;GIJ

Àøï

�ö÷

#${|}~�tMvj
�Èïè¨ê×Øî�$%$
²�NiO���


173



Í�3
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� .�_øf� 2%&

12� ������&'��

¶©� UVZ]cZ^_`ab·åc

1	WÒÓÔW 1	 '((, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ /

�×Ø +)6 /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ÚÛ "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â -

&ßQs£r} '' �

Ñ­àá&ßQ -- �

Ñ­&ßQs,r} -- �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� 6 Ñ­kæ�� 6

�ë çÁ�s"��} á�â

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE � F -( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â KLMN �Æ ��\�o

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í4�
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� IM²�ÛN#$" %&

12� ÃcAB����=�ABc

¶©� ÃcAB����=�ABc

1	WÒÓÔW 1	 +.)6 * ÓÔ +.77 *

�1 �ÕÖ 766 / 012345

�×Ø 67, /

��1¥ Ñ­Ù , orÙ + ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ + :�b + )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} .( �

Ñ­àá&ßQ +(- �

Ñ­&ßQs,r} ., �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� +� Ñ­kæ�� 6

�ë + çÁ�s"��} 6 á�â -

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE 6 F (( G

è� HE , F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF��

E�F A
h�

á�â��R��

Àøï

�ö÷

(9(R²-çè

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

,çè<=«�&

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ
ÄZ,Å-(:7Å-(È
+�Å-(:'(Å-(
'6Fe#$�Ëý�
A�ê�æèçß0Lêpq
E�ðê�êLê
+')'.:+)-

Àøï

�ö÷

174



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� *��#$" %&

12� ÃcAB����=�ABc

¶©� ÃcAB����=�ABc

1	WÒÓÔW 1	 +.,+ * ÓÔ +.77 *

�1 �ÕÖ ++,7 / 012345

�×Ø ,66 /

��1¥ Ñ­Ù � orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ + :�b ( )ÞÙ ' ¬«Ù ( á�â -

&ßQs£r} +'( �

Ñ­àá&ßQ +-- �

Ñ­&ßQs,r} +', �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� +6 Ñ­kæ�� +)

�ë ' çÁ�s"��} ' á�â )

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE 6 F (( G

è� HE � F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF��

E�F A
h�

á�â��R��

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� xµþþ#$³ 2%&

12� ������+«��

¶©� ÁÂcÃü,-Ï�WÐ�Ñ¾°

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ( /

�×Ø ,� /

��1¥ Ñ­Ù + orÙ ( ÚÛ ( "�Ù ( �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} +( �

Ñ­àá&ßQ ) �

Ñ­&ßQs,r} ) �

F�Wâãä ( 9�: ' 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� ( Ñ­kæ�� -

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��
õö����È%&#$�/�«�.�](�x/0«�Jâ�<�xr}���È«³F×ØÈR²òñê
<=�912�r}]_$_`i��PQpq�R

Ñ
­
N
ô

�Xõ

�ö÷

Àøï \�és

orQ�sÀ}

(9(R²-çè

Àøï

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

175



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� nI�N#$" 2%&

12� ������+«��

¶©� ÁÂcÃü,-Ï�WÐ�Ñ¾°

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +-7, /

�×Ø 6-( /

��1¥ Ñ­Ù , orÙ + ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ +, �

Ñ­&ßQs,r} +, �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� ( Ñ­kæ�� +(

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

" ����������Æ V���ý

Ñ­�1� xC�.#$" 2%&

12� ������+«��

¶©� ÃcAB����=�ABc

1	WÒÓÔW 1	 '(+( * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +-(- /

�×Ø 6(6 /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ + ÚÛ + "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} ,( �

Ñ­àá&ßQ +( �

Ñ­&ßQs,r} +( �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� - Ñ­kæ�� +

�ë + çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

\�ésÀøï

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

æéËLê�ëd#$]ìíijv`w

Àøï \�és

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

176



Í§$
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� . !�3#$" %&

12� ÃcAB���ËÉ4

¶©� ÃcAB���ËÉ4

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ '((� *

�1 �ÕÖ '+6. / 012345

�×Ø -(6 /

��1¥ Ñ­Ù ' orÙ + ÚÛ ( "�Ù ' �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â (

&ßQs£r} 6( �

Ñ­àá&ßQ ,( �

Ñ­&ßQs,r} 6, �

F�Wâãä ( 9�: ) 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� ++ Ñ­kæ�� (

�ë + çÁ�s"��} ( á�â +

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE +( F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V KLMN

ðñò

á�â KLMN �Æ ��

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

�R

ST

á�â��R��

Í�5
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� Z5��UVM6mv#$" 2%&

12� �������Z5����Z�7C�8

¶©� ÁÂcÃ�ü,-Ï�WÐ�Ñ¾°

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ '.� /

�×Ø '6+ /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ '

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â )

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ ( �

Ñ­&ßQs,r} '( �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� ' Ñ­kæ�� .

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â +

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Àøï +7ï(-�ï-)(ô

�i

8ËLê����Fe

"Z�UVZJM`xyÈìµ
�abt�9��jv�vworQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

�Xõ

�Xõ

Àøï

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

177



Í6�
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� ������:i��.U^#$" 2%&

12� ������:i��Z

¶©� ������:i��

1	WÒÓÔW 1	 '((. * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +7(� /

�×Ø -), /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ + ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â 7

&ßQs£r} 6' �

Ñ­àá&ßQ )6 �

Ñ­&ßQs,r} 6' �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� � Ñ­kæ�� -

�ë + çÁ�s"��} + á�â '

DE 7 F +( G�: HE , F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í
¸
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� �G���<ui#$" 2%&

12� �������G��

¶©� �������G���<ui#$"ab\Qc

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ ')6+ /

�×Ø ',( /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â '

&ßQs£r} -7 �

Ñ­àá&ßQ 6' �

Ñ­&ßQs,r} 6' �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� +) Ñ­kæ�� (

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE � F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE � F (( GIJ


�¥éê�zx �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â KLMN �Æ ��o

á�â KLMN �Æ ��\�o

á�â �Æ

FGÑ­ó�

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��
�

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

Àøï

�ö÷

Àøï ��Ïb�xyÈ#${�
��«JI<���v_�
j��otMvjÈ���
kñ_`w

�ö÷

#${|}~��È�É
''*6è«"{|��F
î;'+·+'è
�!�JM`w

¸����»IJ

orQ�sÀ}
"Z�ä�wE�F��È
��kKw

Ñ
­
N
ô

�Xõ

178



Í�5
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� Û_��#$" 2%&

12�

¶©�

1	WÒÓÔW 1	 '((7 * ÓÔ *

�1 �ÕÖ 7)+ /

�×Ø ''6 /

��1¥ Ñ­Ù + orÙ ÚÛ "�Ù �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â +

&ßQs£r} -' �

Ñ­àá&ßQ '' �

Ñ­&ßQs,r} '' �

F�Wâãä ( 9�: , 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� + Ñ­� +- Ñ­kæ��

�ë çÁ�s"��} á�â '

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE , F (( G

è� HE 7 F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

Í7&)
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� <}	��qr�îM�==#$"
 2%&

12� <}	��OPQ�?

¶©� <}	��OPQ�?

1	WÒÓÔW 1	 +.7+ * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +,7 /

�×Ø )� /

��1¥ Ñ­Ù ' orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ (

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â +

&ßQs£r} +( �

Ñ­àá&ßQ 7 �

Ñ­&ßQs,r} ) �

F�Wâãä ( 9�: - 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� ( Ñ­kæ�� -

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE � F -( G�: HE ) F -( G

è� HE F GIJ

DE F G�: HE F G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

á�â��R��

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ
�êÄZ2iÈ0L#$�
i

Àøï '©Gî>?Fl�((ô
 ¤@ÈRö#�JK

�Lý�L�ð¤ñFIJ
���Fe#$

�ö÷

8�R���VRtþ`

Àøï �Ço�A
#$ÜÅB+ï',(CFeC
��
ÝÞßÅB+ï�.(CFeC
��

�ö÷

orQ�sÀ}
E�F�ÝÞß

Ñ
­
N
ô

�Xõ

179



� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� <}	��mÛ=��#$" 2%&

12� ������<}	��

¶©� ������<}	��mÛ=��#$"ab\Qc

1	WÒÓÔW 1	 '((� * ÓÔ *

�1 �ÕÖ 7-+ /

�×Ø ''- /

��1¥ Ñ­Ù - orÙ ( ÚÛ ( "�Ù x �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b + )ÞÙ ( ¬«Ù ( á�â -

&ßQs£r} -( �

Ñ­àá&ßQ -- �

Ñ­&ßQs,r} '- �

F�Wâãä ( 9�: , 9

å� + Ñ­� + Ñ­kæ�� ,

�ë ( çÁ�s"��} ( á�â (

DE 7 F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ

DE 7 F (( G�: HE 7 F (( G

è� HE . F (( GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò KLMN

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

U²#$

de#$

*öF�� OPQ

á�â��R��

Í89
�Ñ

� ����������Æ V���ý

Ñ­�1� DE��¡�
��UVqrí� 2%&

12� DE��¡�
��UVqrí�Z

¶©� v��#$���c

1	WÒÓÔW 1	 +.7, * ÓÔ *

�1 �ÕÖ +,6 /

�×Ø +,6 /

��1¥ Ñ­Ù 6 orÙ ( ÚÛ ( "�Ù + �íÙ +

siÜQ} ÝÚÙ ( :�b ( )ÞÙ + ¬«Ù ( á�â '

&ßQs£r} 6( �

Ñ­àá&ßQ +) �

Ñ­&ßQs,r} +) �

F�Wâãä ( 9�: - 9 ;9<=�>?@ABC<=

å� ( Ñ­� ( Ñ­kæ�� -

�ë ( çÁ�s"��} + á�â '

DE 7 F -( G�: HE , F -( G

è� HE 7 F (( GIJ

DE � F -( G�: HE +' F -( G

è� HE F GIJ


�¥éê�zx KLMN �ë

ìíîï KLMN

1V KLMN

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

FGÑ­ó�

*öF�� OPQ

�R

E�F [��PQ

á�â��R��

Àøï

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô �ö÷

#$ÜÅ¹�G�l5ÑÒ

�Xõ

#$Ü�©F&G 8

ËLê'6Fe#$MN

Àøï

�ö÷

orQ�sÀ}

Ñ
­
N
ô

�Xõ

180



=>?�@ABCDEDBAFEF�

��������������������������������������������GHI�@ABCDEDBAFEJ

��������������������������������������������>KM8;J�$@LM8NC8OP�CQ

181



182



�:;�
�

<
��w;�
��¥z;R�|=>ÇÈ


��z?@_Æ|=>ÇÈ

 Ê:;A½Ewª¬���:sB�};�
�

iC�z�D_Æ|=>ÇÈ

Eo�z�D_Æ|=>ÇÈ


�üz�D_Æ|=>ÇÈ

� � FGHIJz�D_Æ|=>ÇÈ

� � KLMIJz�D_Æ|=>ÇÈ

N�OPQRSTUVz�D_Æ|=>ÇÈ

6=����:sR�}¥;�
�z;R�|=>ÇÈ

Eo� Eo�z�D_Æ|=>ÇÈ

W�� 
�üz�D_Æ|=>ÇÈ

Eo� Eo�z�D_Æ|=>ÇÈ

W�� 
�üz�D_Æ|=>ÇÈ

Eo� Eo�z�D_Æ|=>ÇÈ

W� 
�üz�D_Æ|=>Ç


��������

X���������-4����"#Y

�W����������

�F����G����H

�i��������C

�E��������o�

�K����L����M

�N�¨�bg«ZD

'(R
,-

'(@
ÂC�

'(S
­&�� W�� 
�üz�D_Æ|=>ÇÈ

Eo� Eo�z�D_Æ|=>ÇÈ

W�� 
�üz�D_Æ|=>ÇÈ

Eo� Eo�z�D_Æ|=>ÇÈ

W�� 
�üz�D_Æ|=>ÇÈ

+
��-4

3
-4$%

­&��

183



'(R�,-

Í'(/�0�"�#Ñ R(�������,-


��qr
�? ¡¢£¤��¼Yrwµ����w�Awor�,-�ïÇÆ

XY@@WU[Rõ,\PR�_Æ|=>ÇÈ

¹R(R��oº�Eb��qrQ »p.À

� � 0
�b
cd�è ]]]

��

���]

����]]

q�

�q�

��s��}

xq

´0

xy

0

]���µ�����{ÇÆ|=>ÇÈ
]�����o���z^_ÆÇ�pæ�w���`��=R�_w����`��R�_9P|=>ÇÈ
]]����a����oq�z^_ÆÇ�pæ�w��Ø�Ç�����`��=R�_wq��`��R�_9ÇP|=>ÇÈ
]]]�����"#½�bQ�zR�_wá�cw����"#�9Çw�����:;dÇ�� _Æ|=>ÇÈ

¹R(@��
�� ¡¢£¤�¥�
��b�¼Y »p.À

� � 0
�b
cd�è

��¦§¥�]
¨©ª«¬wq­®¯°«¬±r]]
i²�¥
³��]]

´0

µ����


�¶©�����·i±r¥�]]]
µ��³�

´0

0

]������>?����{ÇÆ|=>ÇÈ
]]����·±rwµ����¥�{ÇÆ|=>ÇÈ
]]]�¨©ª«¬��·±r¥�QzR�_Æ|=>ÇÈ

¹R(S��µ�����¼Y »p.À

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

mëqr��ízîï�
qrð·��íz��îï�]
�ízî89Çµ����sV×ñðò}]]
�ízî89Çµ����sV×ñóô}]]

0

]�����e�w�#f	®¯¤�wgV�á�â�¤��
������í�QzR�_Æ|=>ÇÈ
]]����í�o Æµ���pæ�hh���Æ|=>ÇÈ
]]]���éêëAMì��`��wiAj�·i��Pkö>�wkö>��Aôo¢Eê�ÆÇ�ëAMìqrQ�=zR�_Æ|=>ÇÈ

X�:;�
�Y=���
��z?@_Æ|=>Çl

���� ���� ���0  �bcd�è

184



'(R�,-

¹R(T��i²�Eb�qrQ »p.À

q��� �q� ��s��} ��x�q x��y

� � � � � � � � � � � � 0
�b
cd�è

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

qÁis
�q­}

�»
Q½¾»
Q2®¯¿
á�â

0
XY@@Wþ����"#�mn��J���Aqor¥-4¹�T�qrQs�í�}�Ìo�«��Rp_8ÀQzR�_Æ|=>ÇÈ

¹R(U��mÀ¸¹���iE
�»���sj¼}�Q »p.À

�i��� jk��j¼� lk��j¼� mno
�»j¼�

� � 0
�b
cd�è � � 0

�b
cd�è � � 0

�b
cd�è � � 0

�b
cd�è

ÀÁÂ�
Ê¬Â�
��
Í�
Ï�
ÑÒ
ÔÕ
ÚÛ
q­
Þß
á�â

æ0
æ0scû0q}

]�����mÀ¸¹�¸r�w����"#�H�ý����Z�Â�/¸r¹��sÅÆR�_Æ|=>ÇÈ
]]���äÂ
�»�j¼��¹tu�v�hw�`�wá�â�Ê¬Â�¸¹�mno
�»�j¼��ïÇÆ�w¹�Ê¬
�����Â��`�;R�|=>ÇÈ

�iE�Â

äÂ
�»j¼��x

mÀ¸¹�]

´��0
qrQs�í�}

185



'(R�,-

¹R(V��mÀ¸¹���iE
�»�qrQ »p.À

éê
�ëA
�Mì
���]]]

éê
�ëA
�Mì
���]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
���]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

ÀÁÂ�
Ê¬Â�
��
Í�
Ï�
ÑÒ
ÔÕ
ÚÛ
q­
Þß
á�â

æ0

æ0scû0q}

éê
�ëA
�Mì
���]]]

éê
�ëA
�Mì
���]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

éê
�ëA
�Mì
��]]]

ÀÁÂ�
Ê¬Â�
��
Í�
Ï�
ÑÒ
ÔÕ
ÚÛ
q­
Þß
á�â

æ0

æ0scû0q}

]�����mÀ¸¹�¸r�w����"#�H�ý����@�Â�/¸r¹��sÅÆR�_Æ|=>ÇÈ
]]���òe��
���A�¸r�sÅÆw�iE
�»�qr�æ0zR�_Æ|=>ÇÈ
]]]����éêëAMì��`��wiAj�·i��Pkö>�wkö>��Aôo¢Eê�ÆÇ�ëAMìqrQ�=zR�_Æ|=>ÇÈ

¹R(�����qr�õöE÷ë9Â�úû
»p.À

ëöøù úûü�o� � � 0

q�
õöE�� �q�
] ��

xq
xy

´0
q�

��÷ë �q�
]] ��

xq
´0

XY@RWþB�úû_8qrQzR�_Æ|=>Ç

]���â¤�éê�÷ëE�ëzuEÆR�_Æ|=>ÇÈ
]]����PØÅÆÖw�y4µ��qr¥w�íqrð·éê�úû�pæ�õö���Æ|=>ÇÈ

x��y

���� ����

����

mÀ¸¹�]]
����

����
mÀ¸¹�]]

����

���� ���0  �bcd�è

����

x��q

���� ����

´����0

����

q��� �q� ��s��}

����

186



'(R�,-

¹R(%��o��Eo��orQ »p.À

�í��] �ß����] ����] qí��] á�â�] 0

� � � � � � � � � � � � 0
�b
cd�è

��	
oðò
��¦§wmnr¥
��wmnor¥
�ë¥
á�â
�or

0

]���o��¸r�w����"#�sÅÆ|=>ÇÈ
]]��ß�w�ßi�ëwz(��wz(�ë¥�Eo��wFG��o�s��w��w�ë¥}�`�w
������á�·��á�â�
�or��`�R�_Æ|=>ÇÈFG��o��{|�6
�<S����æ}~Æ¢EÆ|=>ÇÈ

s�ý�}

�í� �ß��� ���

��	
oðò 
�o�����ðò ���

��¦§wmnr¥ ���������ðò �ßmny ���� ���i�

��wmnor¥ ���������ðò z(�� �ë�� ���ë

�ë¥ ���������ðò �z(��

á�â
�or z(�wz(xy �� ���

o���

����� ��:-4��

z(i�w�z(i�

�ßmnorw�ë�ßor

�h�=����P��

187



'(@�ÂC�

Í'(/�0�"�#Ñ @(�b�E�����®¯������-4

XY@RWþ��b�E�����®¯������-4z¹@(R�R�_Æ|=>ÇÈ

9
w�b�E�����®¯�������������������Öu=A�È

¹@(R��b�E�����®¯����ÂC���-4

���i »p.À

� � më µ�� � �

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

�i

����ÂCQ

X�:;�
�Y=���
��z?@_Æ|=>Çl

�
qr
i²� ÂC�

���)Q

æ0Q

188



'(@�ÂC�

��lküAsjk}�� »p.À

� � më µ�� � �
®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

����ÂCQæ0Q��

i²� ÂC�
���)Q�
qr

189



'(@�ÂC�

��lküAslk}�� »p.À

� � më µ�� � �
®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

®¯Â

����ÂCQ

ÂC�
���)Q�
qr

i²�

æ0Q��

190



'(@�ÂC�

�� ��!ÂC »p.À

� � më µ�� � �

����ÂCQ

"�#��$ »p.À

� � më µ�� � �

����ÂCQ

��:-4������� �h�=����P��

i²� ÂC�
���)Q

�
qr
i²�

���)Q

�
qr

æ0Q��

ÂC�

æ0Q��

191



'(S�­&��

Í'(/�0�"�#Ñ S(­&E'(yzJþ�*ö½�1E1V�UV-4

­&'()�¥�*ö�Q>?+,qrQzw¹S(R�R�_Æ|=>ÇÈ
Ñ­�1E1V¥�12-4zw¹S(@�R�_Æ|=>ÇÈ
��Ñ­�1a�|�Ñ­�1�á�����ÊT-4zw¹S(S�R�_Æ|=>ÇÈ
¹�(�>?¹�(��Rp_8Ñ­�1E1V¥ð·�w�·�Ñ­¤�½�ªDÊJoØ��w
á��Æz¹S(T�R�_Æ|=>ÇÈ

¹S(R��­&'()�¥�*ö�QsXY@RWþ}

*öqrQ *öorQ +,qrQ]

� � � � � �

i¸)�

@RWþ ­&)�

i¸)�

'()�

]���)�AôB���w�@w��¥q­z+Ä��qrsµ��uv}zõö_8pæ�R�_Æ|=>ÇÈ

]]�'()�z:0_8è�ÀQzR�_Æ|=>ÇÈ

¹S(@��Ñ­�1E1V¥�12-4

­&)�

'()��]]

X�:;�
�Y=���
��z?@_Æ|=>Çl

+,qr�
��-.Q

12Q ��A8���¥�1�ór

Jþ�

sR}��Ñ­¿sÙ}>?|�Ñ­¿sÙ}�]

s@}á�â���Ñ­�1E1V�]]

]�����¬w¶©±r¬¥
�o��_ÆÇ�Ñ­¿sÙ}>?Ê¬��äÀ¥o¶©_ÆÇ�
����Ñ­¿sÙ}

]]�òRð·��1E1Vs�.��Ù¥}

12Q ��A ��¥�1 ór

192



'(S�­&��

¹S(S��6Ñ­�1E1V¥��ÊT9-4

¹S(@�sR}�ïÇÆ�Ñ­�1��R�_Æ|=>ÇÈs���}
�w��`���
�Czhx�h_Æ|=>ÇÈ
XY@@WU[Rõ,\P;R�|=>ÇÈ

� ���Æ V�ý

Ñ­�1�

12��]
¶©��]

�� ��

XY XY
�� ��

�ÕÖ   öÖ¡¢£�

�×Ø  
��1¥ Ñ­Ù orÙ ÚÛ "�Ù �íÙ

siÜQ} ÝÚÙ :�b )ÞÙ ¬«Ù á�â

À
À
À

F�Wâãä ñ�� ñ ×ñéê�pæ¤)L�éê

å� Ñ­� Ñ­kæ��
�ë çÁ�s"��} á�â
·¥ ·¥

¦¥ ¦¥

·¥

¦¥

1	

ÓÔ

W ÓÔ

¡ÓÔ

¸APNè�

¸

W

N ¸�� N

1	WÒÓÔW

�Xõ
Ñ
­

�1

orQ�sÀ}

&ßQs£r}
Ñ­àá&ßQ
Ñ­&ßQs,r}

¦¥

·¥ ·¥

¦¥ ¦¥

·¥

¦¥

�ë

ìíîï

1V

ðñò

á�â �Æ

á�â �Æ

á�â �Æ

¾&Ñ­

¾üÑ­

§ôÑ­

�ßÑ­

qor

�A


�

á�â

á�â��R��

]�12�4¶©��Ê��<S¥zR�_Æ|=>ÇÈ
��s��12�.��Ñ­¿w¶©.¾»�z±r�½��¶©±r¬w��¬wqor<æ�9Â}

FGÑ­ó�
s¨Q�:Ô}

*öF��
s¨Q�:Ô}

Àøï

zxØ;

zxØ;


�¥éê�zx
s¨Q�:Ô}

zxØ;

è�

zxØ;

zxØ;

¸APN

N ¸�� ¸N
�ö÷

­
N
ô

zxØ;

zxØ;

193



'(S�­&��

¹S(T��á�â��·Ñ­¤�½�ªDÊJ

�á�â��·Ñ­¤�½�ªDÊJ�]

]�¹S(@��S(S�Rp_8ð·��·Ñ­¤�½�ªDÊJ�ïÇÆR�_Æ|=>ÇÈ

����� �h�=����P�� ��:-4��

194



+(��-4

�<��
��������z����8E�:<�ïÇÆw"#õ,\a�XY@RWþ���-4z

R�_Æ|=>ÇÈ

�1W���V� !"#éê©ª�9|wR��CØ;A�Èá�����C�ïÇÆ���B�w���B�w

�ó����Ç«�é�
���a��zhx�h_Æ|=>ÇÈ

��R��`��w�;�ÊT�ÆwWXO4�Xw ¬w¨���­|x®¥zc¯�R�_Æ|=>ÇÈ

�1W��Æ�w�	
�ª¬$%&X�	
��
��������z����8E�Y

s�^^^W°XYR@WU[}�@i��	
��
��������z����8E�|®���­ÇÆÇA�È

h�$%&�ïÇÆ� Áz�ª¬:�;<���±p_ÆÇA��Pw;�²|=>ÇÈ

$%&³´µ��

sR}������������3$4567û

R ��B ��B ó�� �::;ð_

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

S ��B ��B ó�� �::;ð_

T ��B ��B ó�� �::;ð_

U ��B ��B ó�� �::;ð_

V ��B ��B ó�� �::;ð_

$9¥

:�;<��

=�>�?;

�@¬

�ABC��D¥

á�â

X�:;�
�Y=���
��z?@_Æ|=>Çl

Í+(���������-4����"#Ñ

Ù¶¶·°ÒÒ¸¸¸eÝ¾¹ºeÝ·Ò¾Ë¶Ü»ÎÒ¶¼¶a��ÒÙZ�½_(Ù¶åã

�
�
Æ

1WsR}�ïÇÆ��R��

195



+(��-4

s@}��������z����8E�FG�HIEH£¿¥�J£

R ��B ��B ó�� �::;ð_

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

S J£Ë ��B ó�� �::;ð_

T QRË ��B ó�� �::;ð_

U ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1Ws@}�ïÇÆ��R��

sS}��������z�����
<S�±r¬¥�12

12Ë ��B ó�� �::;ð_

�<S��¼Y¥

�12NA XY W [

�¼YÀQ À

FGsHIEH�}zJ£

��KL�!M¥sÁ&}

��FN¥sOP}

��
±r�¥�
�o��¾

���s��}-4

á�â

��H£¥�QR

�Wô��¿�Q �ÀW

i ¡ �::;ð_

�7û�Æ

¾�s�.���sIí�
}w��¦§wq��9Â}

Á��BÂ>?Áó��Â�pæ;�:|=>ÇÈ
������z����<Sw±r¬¥z12��h½oPì9Ç�¯

1WsS}�ïÇÆ��R��

�"#$%&¥�
�i¡

o�

196



+(��-4

sT}��/0T���UV½WXO¸Y

R ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

S ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1WsT}�ïÇÆ��R��

sU}��qr�õö�
��#Z=D[;�\	�ÍXY@RWþÑ�

 Æ#Z ÄI#Z ÅQðòo#Z ÅQðòo#Zð·

�::;ð_

: ;< �

�
Æ

,-"#.�ÆE¶ä

á�â�"#

 Ã"#.�ÆEF�E¶ä

:�;<��

�¬9

Â��ßÈÉ¤¼s¤¼�®¯�ÀÄÅ�`Æ�D=D[;zuv}

��¤��#Z�$z#N

á�â
á�â
�Æ

1WsU}�ïÇÆ��R��

¶
ä

�

¨
Q
?
@
Ô

¿

197



+(��-4

sV}���bqr]^zCF_8
��i²¿�MYCD¥�1£�

R ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

S ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

T ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

U ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

`C;[�ab

MYCD

��-4�cd°e

��-4�·i°e

á�â

1WsV}�ïÇÆ��R��

198



+(��-4

s�}�>�[faEgh=i����qrQ�Ç_ÇnÈ�klT��®2¥¿�

R ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

S ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

T ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1Ws\}�ïÇÆ��R��

á�â

qrõö�
���bj¦��k
lT6m

õöE÷ë¥�
ÇÆ�no��
þ�pæ�bqr�Dzst��
Jþ

uy�b®¯��vwxgøY�
yz

s%}��bqor�÷��{
�ÍXY@RWþÑ

R ~� #X ó�� �::;ð_

@ ~� #X ó�� �::;ð_

S ��B ��B ó�� �::;ð_

1Ws`}�ïÇÆ��R��

�bqor�÷��{


�bqor�F��q­®j¤¬
�|}

�bor�s2��

199



+(��-4

s/}��bqrQEcd�<S°e�C��<=��

R ��B ��B ó�� �::;ð_

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

S ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1Ws]}�ïÇÆ��R��

�R×¿���Í��á�â���b��9Ç¸¹���b������

R ��B ��B ó�� �::;ð_

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

S ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

�b���z��ÆÇ�*��"
#��

>� a

á�â

���b��9Çi²�� z�
�

���A�
�»������
�

cd°e

·i°e

T ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

U ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1WsZ^}�ïÇÆ��R��

>�[faEgh=i�

á�â

200



+(��-4

�RR¿���í��9Çµ��qr���E®¯������F�

R ��B ��B ó�� �::;ð_

ÀQ ��ÍXY@RWþÑ

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

S ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

T ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

U ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1Ws }� ��R��

më>D��0��$��gh�D
¥�¤¬{
�8E�st

qr½������®¯� ��h
����^z¡�

á�â

®¯�����

��ò���_ÆÇ��A�í�
���½_Æ�õö

1WsZZ}�ïÇÆ��R��

�R@¿��®¯�
�����������½�b®¯��®¯�����

R ��B ��B ó�� �::;ð_

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

S ��B ��B ó�� �::;ð_

T ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1WsZ�}�ïÇÆ��R��


���
�ô��®¯� ��h
�¥���b®¯���^

á�â

¦x�íéê�ÉÊ4��Ë�

��È�TÌÄ�ÍÎFN

vwxgøYò¤*9��z��
ÆÇ���"#½á���®2

201



+(��-4

�RS¿��
�� ¡¢£�p���b�¢ö

��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

1WsZ�}�ïÇÆ��R��

�RT¿��qor�£�����¤¥¦	Jþ�UV

UVË ��B ó�� �::;ð_

��¦	øQ ø�ÍXY@RWþÑ

1WsZ[}�ïÇÆ��R��

�RU¿��h=wbE§rD¨��©ªEFG�8E�Jþ�UV

R J£Ë ��B ó�� �::;ð_

@ 12Ë ��B ó�� �::;ð_

BC«rC�J£

	¬­O�12

S ��B ��B ó�� �::;ð_

T ��B ��B ó�� �::;ð_

U ��B ��B ó�� �::;ð_

V ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

�	¬øQ ø éê ��iA ø ÍXY@RWþÑ

�
�»A ø

�qr ø

�or ø

á�â

	¬r�®j

©ª�8E�®2E567û

�rCq=�Ñ(E¯°±²©ª�
8E�®2

202



+(��-4

�RV¿��­&���UV�'(½�³	yz�ïÇÆ�´µT��

R ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

@ ��B ��B ó�� �::;ð_

S ��B ��B ó�� �::;ð_

T ��B ��B ó�� �::;ð_

U �£Ë ��B ó�� �::;ð_

V ��B ��B ó�� �::;ð_

� ��B ��B ó�� �::;ð_

% ��B ��B ó�� �::;ð_

�
�
Æ

�R�¿��á�â�F���bqrcd�Ïò�Ð2�ØÅ8��oØ��;R�|=>Ç¿

��B ��B ó�� �::;ð_

'(yz����Ñ�Ò"#

á�â

­&yz����Ñ�Ò"#


�»A�­&yz

Ó�A�­&yz

qor�'(yz

Ñ­�112ð·�­&yz�

°Ô+­YyzF���ä��­
|����Äû0�

sU��±��°Ô+­YyzF�
��ä��­|����Äû0�
�����Õz{|È}

�
�
Æ

sR%}�c¯�:`�����	
�ª¬�:<=����ÖWw|�w ¬wá�â
×­ì�Oz;R�|=>ÇÈ

����� �h�=����P�� ��:-4��

203



����������,-E�X>?�@ABACDE0��Ï�8:;<=

�<
������������Ï�Æwh�APÂ��é9:;<=zÄÅÆhê�wØü��X�ïÇÆÂ�
�é�
ýÙP�éÈA8w�@ABACDEBA0��
��FG�wÂ��é9:;<=P�éÈ
�ðu��,\��bqrcd��`�Q�zR�_8òPw��������������<��,-½Øü
��X�>?��@ABACDEBA0�����������:;<=��ïÇÆw;c¯�;R�|=>ÇÈ
�<
��
������������:;<=9ÂzÚ'��?�aÛC�z#�>�ÆÇ�pæ��wá�
ÜÝHzæ}~Æ`��;R�|=>ÇÈ

�99
wh�i¸�ïìA_Æ�wh�zÄÞ½_Æwá�AA$%&�±pÇ8_A��Pw;¼ß|=>ÇÈ ���

�
����

������

�XXY@@WU[Rõ,\��bqrcd g IqrQ �B �bqrQ �

�bqrcdscû0q} g ÃÃ �IqrQ�>?��bqrQ��ErzuEw

xyz{Ç8QzR�_Æ|=>ÇÈ

�<��
���������������àWþéê�789:;<=á?�,-�F���X

��@ABACDEBA0��
������������FG

<��
������������"#���$%&���KL�FG�HI¥������

3$7û�>D`�4sM��9Â��ý�>~Æâ����oØ;A_8ê�	
�ª¬

�í²ã�Ri�
B;|=>ÇÈ

;ªDØ;o½é;äÇA_8È

X�:;�
�Y=���
��z?@_Æ|=>Çl

Í3(���������-4����$%Ñ

204



D
.大

学
別

女
性

教
員

比
率

一
覧

表
１
．
１
　
職
階
別
・
性
別

　
教

員
数

合
計
（
助
手
を
除
く
）

男
女

女
性

比
率
（
％

）
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女

国
立

大
学

全
体

5
3
,4
0
9

7
,7
8
2

1
2
.7

8
3

3
3
3
1

8
1
5
0

6
2
0
,0
5
4

1
,6
0
3

1
5
,2
8
6

2
,3
6
1

3
,7
8
0

8
4
6

1
3
,7
2
5

2
,9
5
5

3
1
8

3
6
7

お
茶
の
水
女
子
大
学

1
1
6

8
6

4
2
.6

0
1

2
1

2
0

6
4

3
8

4
4

3
0

1
9

3
7

0
1
3

東
京
外
国
語
大
学

1
6
4

7
6

3
1
.7

1
0

2
0

3
0

8
7

3
3

6
0

3
6

9
5

2
2

0
0

奈
良
女
子
大
学

1
4
8

6
2

2
9
.5

1
0

2
1

0
0

7
3

1
8

6
3

1
8

3
5

6
2
0

0
0

総
合
研
究
大
学
院
大
学

1
3

5
2
7
.8

1
0

2
0

0
0

5
2

4
1

0
0

1
2

0
0

大
阪
教
育
大
学

2
1
5

6
3

2
2
.7

1
0

5
0

0
1

1
2
6

2
3

7
5

3
1

7
8

1
0

0
0

福
岡
教
育
大
学

1
6
2

4
4

2
1
.4

1
0

3
0

0
0

9
1

2
0

5
6

1
9

1
1

4
0

1
0

0
上
越
教
育
大
学

1
3
8

3
6

2
0
.7

1
0

2
0

4
0

5
7

1
2

5
4

2
0

2
0

4
0

0
0

0
東
京
学
芸
大
学

2
7
2

7
0

2
0
.5

0
1

3
0

0
0

1
4
5

2
8

9
8

2
5

1
8

1
6

8
0

0
0

京
都
教
育
大
学

1
0
0

2
5

2
0
.0

0
1

3
0

0
0

5
5

1
0

3
9

1
2

3
2

0
0

0
0

浜
松
医
科
大
学

2
5
6

6
2

1
9
.5

1
0

3
0

2
0

5
1

5
4
4

7
3
6

1
1

1
1
9

3
9

0
0

兵
庫
教
育
大
学

1
2
6

3
0

1
9
.2

1
0

2
0

1
0

6
9

6
4
5

2
0

6
4

2
0

0
0

鳴
門
教
育
大
学

1
2
6

3
0

1
9
.2

1
0

3
0

3
0

6
1

9
5
5

1
3

3
7

0
1

0
0

政
策
研
究
大
学
院
大
学

5
9

1
4

1
9
.2

1
0

2
0

2
1

3
4

6
1
7

4
2

0
1

3
0

0
徳
島
大
学

7
5
4

1
7
6

1
8
.9

1
0

3
0

0
0

2
5
5

1
8

1
7
7

2
3

9
6

1
9

2
2
2

1
1
6

1
0

奈
良
教
育
大
学

9
3

2
1

1
8
.4

1
0

2
0

4
0

5
1

8
3
3

1
2

2
1

0
0

0
0

滋
賀
大
学

1
8
3

4
1

1
8
.3

1
0

4
0

0
0

1
0
1

2
1

6
3

1
4

1
4

6
0

0
1

3
東
京
医
科
歯
科
大
学

5
6
0

1
2
4

1
8
.1

1
0

5
0

8
0

1
2
3

1
8

9
8

2
1

7
6

1
5

2
4
9

7
0

0
0

東
京
芸
術
大
学

1
8
3

4
0

1
7
.9

1
0

3
0

0
0

1
0
5

1
3

5
4

1
5

4
3

1
6

9
0

0
滋
賀
医
科
大
学

2
6
9

5
7

1
7
.5

1
0

4
0

0
0

5
3

8
3
6

6
3
6

9
1
3
9

3
4

3
8

宮
城
教
育
大
学

1
0
1

2
1

1
7
.2

1
0

3
0

0
0

6
2

1
0

3
2

1
0

3
0

0
1

0
0

香
川
大
学

5
8
3

1
2
0

1
7
.1

1
0

6
0

0
0

2
4
3

1
9

1
5
4

3
2

4
5

8
1
3
4

6
1

0
9

千
葉
大
学

1
,0
0
8

2
0
6

1
7
.0

1
0

5
0

0
0

4
0
5

5
3

2
8
0

6
2

7
4

1
7

2
4
3

7
4

0
6

愛
知
教
育
大
学

2
1
5

4
3

1
6
.7

1
0

3
0

0
0

1
1
0

1
8

8
3

1
6

1
4

8
4

1
1

0
一
橋
大
学

2
7
8

5
5

1
6
.5

1
0

3
0

0
0

1
8
3

2
8

6
3

2
1

2
4

6
4

0
9

6
0

和
歌
山
大
学

2
4
0

4
7

1
6
.4

1
0

3
0

0
0

1
3
0

1
3

7
7

2
4

1
3

4
1
6

6
1

3
富
山
大
学

7
4
0

1
4
4

1
6
.3

1
0

6
0

0
0

2
9
9

3
3

2
0
9

4
8

6
3

1
4

1
6
2

4
9

1
1

1
1

北
海
道
教
育
大
学

3
2
2

6
2

1
6
.1

1
0

4
0

5
0

1
6
8

2
6

1
2
6

3
0

1
8

6
0

0
0

0
秋
田
大
学

4
7
5

9
0

1
5
.9

1
0

3
0

0
0

1
5
1

1
6

1
4
1

1
9

6
0

8
1
1
9

4
7

0
0

島
根
大
学

6
1
1

1
1
5

1
5
.8

1
0

5
0

2
0

2
4
4

1
7

1
7
5

2
8

5
2

2
8

1
3
2

4
2

0
0

旭
川
医
科
大
学

2
6
3

4
9

1
5
.7

1
0

3
0

1
0

4
5

8
3
4

8
5
4

5
1
2
5

2
8

0
0

長
崎
大
学

8
9
8

1
6
4

1
5
.4

1
0

6
0

7
1

2
8
1

2
0

2
1
9

3
9

6
7

1
8

3
1
7

8
6

4
0

高
知
大
学

5
3
9

9
7

1
5
.3

1
0

4
0

5
0

2
1
0

1
3

1
4
5

2
7

5
2

1
5

1
2
2

4
2

0
1

筑
波
大
学

1
,4
4
6

2
6
0

1
5
.2

1
0

6
1

2
0

5
5
7

5
3

4
3
1

9
8

3
0
4

6
5

1
4
5

4
3

1
0

鹿
屋
体
育
大
学

5
6

1
0

1
5
.2

1
0

1
0

0
0

2
3

3
1
1

3
1
0

1
1
0

3
0

0
埼
玉
大
学

3
9
4

7
0

1
5
.1

1
0

3
0

4
0

2
0
6

2
5

1
2
8

3
1

9
6

4
3

8
2

1
筑
波
技
術
大
学

9
7

1
7

1
4
.9

1
0

1
0

1
0

5
2

5
3
3

6
3

2
6

4
0

0
大
分
大
学

4
9
0

8
3

1
4
.5

1
0

5
0

2
0

1
6
7

1
9

1
2
3

1
8

5
1

1
1

1
4
1

3
5

2
7

宮
崎
大
学

5
1
5

8
6

1
4
.3

1
0

4
0

2
0

1
5
4

1
8

1
5
2

1
7

3
9

1
7

1
6
3

3
4

1
4

三
重
大
学

6
5
9

1
1
0

1
4
.3

1
0

5
0

4
0

2
2
6

3
6

1
8
4

3
2

6
1

8
1
7
8

3
4

0
0

佐
賀
大
学

5
8
9

9
8

1
4
.3

1
0

4
0

0
0

2
0
9

1
3

1
9
1

2
7

5
4

1
1

1
3
0

4
7

2
1

群
馬
大
学

6
7
6

1
1
2

1
4
.2

1
0

4
0

0
0

2
0
7

2
4

1
7
0

1
9

6
1

1
1

2
3
3

5
8

3
0

福
島
大
学

2
0
7

3
4

1
4
.1

1
0

3
0

2
0

1
0
9

1
7

9
0

1
7

1
0

1
0

0
1

助
教

助
手

学
長

理
事

副
学

長
教

授
准

教
授

講
師

（
常

勤
）
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比
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表
１
．
１
　
職
階
別
・
性
別

　
教

員
数

合
計
（
助
手
を
除
く
）

男
女

女
性

比
率
（
％

）
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女

助
教

助
手

学
長

理
事

副
学

長
教

授
准

教
授

講
師

（
常

勤
）

鳥
取
大
学

6
4
1

1
0
4

1
4
.0

1
0

3
0

7
0

2
0
4

1
3

1
7
4

2
0

6
1

1
9

1
9
1

5
2

0
0

熊
本
大
学

8
0
7

1
3
0

1
3
.9

1
0

5
0

2
0

3
2
3

3
0

2
2
6

4
5

6
0

1
0

1
9
0

4
5

1
2

山
口
大
学

7
6
5

1
2
3

1
3
.9

1
0

4
0

5
0

2
9
1

2
9

2
2
0

3
7

7
1

2
0

1
7
3

3
7

2
6

新
潟
大
学

9
5
0

1
5
2

1
3
.8

1
0

5
0

5
0

3
4
7
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